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宝
徳
元
年
本

『僻
案
抄
』
翻
刻

石

川

透

 
 
 
 
解
題

 

『
僻
案
抄
』
 
(藤
原
定
家
撰
)
宝
徳
元
年
写
 
伝

二
条
政
嗣
筆
 
慶
応
義
塾

大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
 
函
架

番
号
O
露

7
器
i

一

 
袋
綴
、

一
冊
。
表
紙

は
、
朽
葉
色
地
、

又
、
紺

地

に
葡
萄

唐

草
、
扇

面

草

花
、
市
松
模
様
等

の
古
裂

の
綴

り
。
縦
二
五

・
ニ

セ
ン
チ
横

一
七

・
ニ

セ

ン

チ
。
表
紙
中
央
上

の
題
簸

に

「
僻
案
抄
」
と
あ
る
。
内
題

は
無

い
。
料
紙

は
二

種
あ
り
、

一
つ
は
斐
紙
、

一
つ
は
薄
様
斐
紙

で
、
毎
半
葉

八
～
九
行
。
字
面

の

高
さ
は
約

二
三

セ
ン
チ
、

た
だ
し
注
文
は

一
～
二
字
下
げ

で
あ

る
。

一
行
の
字

数

は
二
十
～
三
十
字
程
度
。
墨
付
丁
数
五
十
丁
、
巻
末

に
遊
紙
が

一
丁
あ
る
.

 
料
紙

の
二
種
類

に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う

に
区
別
さ
れ
る
.

A
 
斐
紙

 
1
～
26
丁
 
30
～

37
丁

 
40
～

45
丁

B
 
薄
様
斐
紙

 
27
～
29
丁
 
38
～

39
丁
 
46
～
50
丁

た
だ
し
B
料
紙

の
部
分
に
お

い
て
、

27
～
29
丁
、
38
～
39
丁
は
毎
半
葉

八
行
、

注
文
は
二
字
下
げ
で
筆
跡

は
や
や
大
ぶ
り
で
あ
る
。
同
46
～

50
丁
は
毎
半
葉
十

行

に
書
写

さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

A
B
と
も

に
同
筆

と
認

め
ら
れ
る
。
本
書

の
筆

に
つ
い
て
は
、
一
丁
表

に
極
礼
が
貼
付
さ
れ

「
二
条
殿
政
嗣
公
僻
案
抄
一
冊
」

と
あ

る
。
筆
者

に
つ
い
て
は
後
記
す
る
。

奥
書
に
お
い
て
も
、
A
B
料
紙
に
は
一箇
所
ず
つ
次
の
如
き
奥
書
が
あ
る
。

A
料
紙
の
奥
書
は

 
 
往
年
治
承
之
比
古
今
後
撰
両
集
受
庭
訓
之
口
伝
年
/
序
已
久
錐
恐
忽
忘
先

 
 
達
古
賢
之
所
注
後
代
之
所
見

(
44
ウ
)
猶
非
其
失
況
依
恥
管
見
謬
説
故
不

 
 
載
紙
筆
/
今
迫
毫
及
之
期
顧
余
喘
之
尽
至
干
愚
老
之
没
後
/
為
散
遺
訓
之

 
 
蒙
昧
最
要
密
≧
所
染
筆
也
更
莫
/
令
他
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権
中
納
言
定
家
卿
(別
筆
添
紙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
部
尚
書
判

(45
オ
)

と
あ
り
、
B
料
紙
に
お
け
る
奥
書
に
は
、

 
 
往
年
治
承
之
比
古
今
後
撰
両
集
受
庭
訓
之
口
伝
年
/
序
巳
久
忽
雛
恐
忘
先

 
 
達
古
賢
所
注
猶
非
無
其
失
況
/
依
恥
管
見
謬
説
故
不
載
紙
筆
今
迫
毫
及
之

 
 
期
顧
/
余
喘
之
尽
至
干
愚
老
之
没
後
為
散
遺
孤
之
蒙
昧
抽
最
/
要
密
、、所

 
 
染
筆
也
莫
令
他
見

 
 
 
 
嘉
禄
二
年
八
月
 
 
戸
部
尚
書
在
判
(50
オ
)

 
 
此
草
注
付
之
後
拾
遺
相
公
一
人
之
外
更
不
令
外
見
/
至
手
嘉
禎
四
年
恭
依

 
 
承
旧
好
之
 
論
言
遙
付
智
/
北
之
雁
足

 

本
奥
書
云

 
 
 
貞
治
三
年
三
月
十
八
日
書
写
之
 
 
鵜
首
武
衛
藤
在
判

「
57

一



 
 
此
本
不
足

之
所
在
之
間
申
出
室
町
殿
御
本
書
加
之
畢

 
 
 
宝
徳
元
年
十
月
九
日

(
50
ウ
)

と
あ

る
。

こ
れ
を
み
る
と
、

B
料
紙

の
奥
書

の
前
半
は
、

A
料
紙
の
奥
書
と

ほ

ぼ
同
文

で
あ
る
。
ま
た
、
B
料
紙

の
奥
書

か
ら
、
本
書

は
不
足

の
部
分

を
補

っ

た
本

で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

 
本
書

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
川
平

ひ
と
し
氏

「
『
僻
案
抄
』
書
誌
稿
e
」
(
『
跡

見
学
園
女
子
大
学
紀
要
』
第

一
六
号
、

一
九

△

二
年
三
月
)

に
既

に
紹
介
さ
れ

て

い
る
。
川
平
氏

は
、 

『僻
案
抄
』

の
伝
本
を
そ

の
識
語

か
ら
三

つ
に
分
類
さ

れ
、
本
書
を

「
一
類
本

の
原
態

を
追
究
す
る
際

の
有
力
な
資
料
」
で
あ

る
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

一
類
本
と
は
本
書

で
い
え
ば
、

A
料
紙

に
み
ら
れ
る
よ
う
な

奥
書
を
も

つ
本

の
こ
と
で
あ

る
。

こ
の
川
平
氏

の
御
考
察

に
沿

い
な
が

ら
、
本

書
が

一
類
本
と
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

る
の
か
、

一
類
本
の
原
態

を
最
も

よ
く
残
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ

る
高
松
宮
蔵
有
栖
川
宮

旧
蔵
本
と
の
比
較
を
中

心
に
小
論
を
試

み
た

い
。

 
高
松
宮
本
は
定
家
自
筆
本
を
忠
実

に
模
写

し
た
も
の
と
推
測
さ

れ

て

い

る

が
、
そ

の
本
文

の
中

に
は
、
訂
正
、
書

入
等
が
散
見
さ
れ

る
。
本
書

に
は
定
家

風

の
筆
遣

い
は
み
ら
れ
な
い
が
、
高
松
宮
本
と
同
様
な
、
訂
正
、
書

入
等
が
点

在

し
て
い
る
。
そ
れ
も
、

 
 
 
 
 

本
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本

 
 
申
す

『
せ
と
も
此
舟
は
こ
と

に
鶯
と
き

こ
ゆ
れ
と
』
鶯

の
将
に
は
(
2
ウ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本

 
 
思
給
也

『
い
は
む
と
お
も

は
ん
人
は
心
に
ま
か
せ
て
い
ひ
な
す

へ
し
た
か

 
 

ひ
に
し
る

へ
か
ら
す
』
 
(
8
ウ
)

 
 

て
ら
の
ま

へ
な

る
や

『
と

よ
ら

の
て
ら
の
に
し
な
る
や
』
え
の
は
ゐ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒイ

 
 

(
19
オ
)

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
抄
将
と
あ
れ
は
こ
れ
に
こ
そ
つ
か
め

 
 
大
納

言
本

に
も

『
か
く

か
N
れ
た
れ
は
た
x
ふ
る
か
ら
む
説

に
こ
そ

つ
か

 
 
 
 
 
 
 
本
ノ
マ
・

 
 

め
』
す

へ
て
此
集

(
40
ウ
)

等

の
よ
う
に
、
消
去
、
ま
た
は
訂
正
箇
所

の
中

で
も
、
比
較
的

長
文

の
も
の
に

お
い
て
高

松
宮
本
と

の

一
致
箇
所
を
見

い
出
す

こ
と
が
多

い
。
ま
た
、
15
丁
ウ

ー6
丁

オ
の
上
方

に
あ
る
、

 

清
輔
朝
臣
奥
義
乍
書
出
此
寄
不
釈
後
人
皆
う
み
へ
た
に
と
存
賦

の
書
入
れ
は
、
改
行

の
体
裁

に
お
け
る
ま
で

一
致
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
歌
順

に
お
い
て
も
次

の
如
く

一
致
す

る
。
す
な
わ

ち
、

 
 
お
き
な
さ
ひ
人

の
と
か
め
そ
か
り
衣
け

ふ
は
か
り
と
そ
た

つ
も
な
く
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ

 
 

(
36
オ
)

の
歌
が
、

 
 
て
る
月
は
ま
さ
き

の

つ
な

に
よ
り
か
け

て
あ
か
す
わ
か

る
瓦
人
を

つ
な
か

 
 
む

(
36
オ
)

の
歌
の
前

に
く

る
と

い
う
訂
正
指
示
を
し
て
い
る
点
で
あ
る

-
概
略
以
上
の
点

は
、
他
の

一
類
本
に
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な

い
特
徴
で
あ
り
、
高
松
宮
本
と
本

書
と
が

い
か
に
近
親
関
係

に
あ
る
か
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

こ
の
他
墳

末
な
点

に
お

い
て
も
、
例
え
ば
、
漢
字
、
仮
名

の
使
用
文
字

の
類
似
や
改
行
等
の
類
似

も
随
所

に
指
摘

で
き
る
の
で
あ

る
。

 
ま
た
、
高
松
本

に
は
、

一
～
五
字

程
度

の
わ
ず

か
な
訂
正
も
散
見
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
本
文
を
見
せ
消

ち
と
し
、

そ
の
右
傍

に
訂
正
文
字
を
付

記

し

て

い

る
。
し
か
し
、
本
書

の
当
該
箇
所
に
は
高
松
宮
本
と
同
様
な
補

訂
は
み
ら
れ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
3
丁
オ
の
次

の

一
例
、

 
 
う
く
ひ
す

は
な
る

へ
し
と

は

「
き

こ
え

ぬ
に
や
」

の
語
句
が
高
松
宮
本
の
訂
正
前

の
本
文
で
あ

る
以
外
は
、
大
略

に
お

い
て
高
松

宮
本
の
訂

正
後

の
語
句
に
沿

っ
て
書
写

さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
川
平

氏
の

い
わ
れ
る

「
整
序
化
」
と
呼
ば

れ
る
現
象

の

一
つ
で
あ
ろ
う
.

 

こ
れ
に
続

い
て
川
平
氏

は
、
本
書

の
奥
書

の
特

異
性

か
ら
、

A
料
紙

の
奥
書

一 一5竏�



以
降

(
万
葉

歌
の
補
記
か
ら
B
料
紙

の
奥
書

ま
で
)
を
、

一
類
本
と
は
別
糸
統

の
本
文

に
よ

っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
、

 
 

一
類
本
の
テ
キ
ス
ト
に
は

「
か
は
や
し
ろ
」
等
を
欠

い
て
い
る
為
、 
「
不

 
 
足
分
」
を

「
室
町
殿
御
本
」
 
(
足
利
義
政
本

か
)
を
も

っ
て
書
加
え
た
。

 
 
そ
の
際
、
同
本

の
巻
末
部
分

を
も
忠
実

に
転
載

し
た
と

い
う
訳
だ
ろ
う
。

と
推
論

さ
れ
る

の
で
あ
る
。
万
葉
歌

の
補
記
は
45
丁
ウ
か
ら
始

ま
り
、

46
丁
か

ら
料
紙
が

B
に
変
化

し
て
い
る

こ
と
を
考
え
て
も
、
川
平
氏

の
推
論

は
正
し

い

と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
料
紙
が
B
で
あ
る
他
の
部
分
も
後
か

ら
の
補

入
と
考
え
ら
れ

る
。
特

に
、

40
丁
オ
の
冒
頭
に
、

 
 

『
物

い
ひ
な
と
み
た
れ
た
り
に
や
又
う

つ
ろ
は
て

・
・
か
に
は
る
に
あ

へ

 
 
り
と
に
や
心
え
す

』

と
消
去
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
補
入
が
あ

っ
た
こ
と
を
よ
く
伝
え
て

い
る
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
部
分

は
38
r
オ
の
冒
頭
部
分

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ

り
、

料
紙
が
37
丁
以
前
と
同
じ
A
で
あ
る
点

や
、全
体
的
な
字
配

り
を
考
え
て
も

、
40

丁
オ
は
本
来
37
丁
ウ
に
続
く
部
分

で
あ
る
、

つ
ま

り
、
40
丁
オ
の
掲
出
文

「
と

に
や
心
え
す
」
と
書

い
た
以
降

に
不
足
分
が
あ

り
、
途
中
を
と
ば

し
て

「
此
集

の
作
者

お
ほ
つ
ふ
ね
」

へ
と
続
け
て
書

い
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
際
、
37
丁
か

ら

40
丁
の
間
を
別
の
本
文

に
よ
り
補
う

つ
も
り
で
40
丁
の
冒
頭
を
消
去

し
、
そ

の
後

に
別

の
B
の
料
紙

に
よ

っ
て
38
～
39
丁
を
補

足
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

 

料
紙
の
異
同

の
み
な
ら
ず
、
本
文
上
の
仮
名
遣

い
の
相
違
か
ら
も
、

B
部
分

は
A
部
分

と
明
ら
か
に
異
な

っ
て

い
る
。

さ
ら

に
、
そ
の
内
容
上

か

ら

み

て

も
、
A
B
本
文
は
別
類
本

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
例
え

ば
、

B
本
文

の
う
ち
、

 
 

う
ち
き

を
き

て
春

「
き

に
け
り
」
と
お
と
ろ
か
る

(
27
ナ
)

 
 

蘇
武

敢
恭
な
と
を

「
思

へ
る
」
寄

な
れ
は

(
27
ウ
)

 
 

「
玉
藻

に
遊
」

に
ほ
と
り
の

(
28
オ
)

 
 
な
ぞ
く

か
た
り
と

「
か
き

た
り
」
(
39
オ
)

な
ど

は
、

一
類
本

に
は
み
ら
れ
な
い
本
文

で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、

45
丁
ウ
以

降
と
同
様
な
本
文
を
も

つ
、
斯
道
文
庫
蔵
江
戸
初
期
写
本

(
函
架
番
号

O
O
一

7

ω
①
i

一
)
等
と
比
較

し
て
み
る
と

(川
平
氏
は

こ
の
よ
う
な
本
文
を
も

つ
本
を

三
類
本
と
さ
れ
て
い
る
)
、
27
～
29
丁
、

38
～
39
丁
の
本
文
は
、
そ
れ
ら
の
本
と

よ
く
類
似

し
て

い
る
。
そ
し
て
、
A
料
紙

に
属
す
る
部
分

で
も
、
B
料
紙

に
変

る
直
前

の
26
丁
ウ
の
本
文

に
は

 
 

ち
よ
う
と

「
申

さ
れ
」
け
り

 
 

「
外
官
除
目
」
を
あ

か
た
め
し
と

 
 

「
こ
の
ゆ

へ
な
り
」

な
ど
の
よ
う
に
、
三
類
本

の
本
文

の
特
徴
を
示
す
箇
所
が
あ

る
。
し
か
し
、

こ

れ
は
、
26
丁
ウ

(
あ
る

い
は
26
丁
オ
)
の
途
中

か
ら
既

に

一
類
本
と
し
て
の
不

足
分
が
あ

っ
て
、
そ

の
部
分
が
空
白

に
な

っ
て
い
た
た
め
、
区
切

の
い
い
後
撰

歌
以
前
ま
で
を

27
～
29
丁
と
同

じ
本
文

に
よ

っ
て
補

っ
た
、

と
考
え
れ
ば
納
得

で
き

よ
う
。
た
だ
し
、
補

訂
箇
所
が
厳
密

に
ど
の
部
分
よ
り
か
を
判
断
す
る

こ

と
は
、
猶
、
躊
躇
さ
れ
る
。
今

し
ば
ら
く
、
26
丁
ウ
の
始
め
あ

た
り
よ
り
と

い

う
に
と
ど

め
た

い
。

 

以

上
の
補
訂
の
他

に
、

A
料
紙

の
本
文

に
は
、
行
間

に
小
字

で
傍
記
さ
れ
た

箇
所
が

目
立

つ
。
そ
の
傍
記

に
は

「
イ
本
」
と
記
す
も

の
と
無
注
記

の
も

の
と

が
あ

る
。
両
者
の
区
別

は
判
然
と
し
が

た
い
が
、
と
も

に
お
お
む
ね
三
類
本

の

本
文
に
よ

っ
て
補

っ
た
傍
記

で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傍
記
が

B

料
紙
の
本
文

に
は
全
く
と
い

っ
て

い
い
ほ
ど
存
在
し
な

い
こ
と
を
考
え
て
み
て

も
、
A
料
紙

に
み
ら
れ
る
補
入
傍
記
は
B
料
紙

の
本
文
と
同
じ
本
交

に
よ
る
も

の
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う

に
、
本
書
は
、
高
松
宮
本
と
緊
密
な
本
文
を
有

し
な
が

ら
も
、

猶
、
所

々
に
高
松
宮
本
と
は
別
系
統

の
本
に
よ

っ
て
補
訂
を
施
し
た

一
面
を
見

い
出
す

こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
.

 

最
後

に
、

B
料
紙

の
奥
書

に
み
ら
れ
る
鶴
首
武
衛
藤
と

い
う
人
物

と
、
本
書

の
書
写
者
と
さ
れ
る
二
条
政
嗣

に
つ
い
て
考
え

て
み
た

い
。
鶴
首
武
衛
藤

の
鶴

首
は
鵜
首
と
通
用
さ
せ
て
使

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
鵜
首

で
あ
る
な
ら
ば
蔵
人
頭

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
武
衛
と
は
兵
衛
府

の
こ
と

で
あ
る
。
藤

は
藤
原
氏
を

指
す
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
貞
治
三
年
三
月
十
八
日

の
時

点
に
お
い
て
、
蔵
人

頭
で
兵
衛
府
の
役
人
で
あ

る
、
あ
る
い
は
両
職
を
経
験
し
た
、
藤
原
氏
を
捜

し

て
み
よ
う
。

『
公
卿
補
任
』
の
貞
治

三
年

の
条
を
み
る
と
、

 
 
参
議

 
 
 
正
四
位
下
、
同
為
遠
三
+
 
晒
胡
財
翻
蜘
雛
ガ
況
蔵
人
頭
。
同

 
 
 
 
 
 
 
 
故
前
大
納

言
為
定
卿
男
。
母
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
、
為
遠
が
三
月
十

八
日

の
時
点

に

お
い
て
、
蔵
人
頭
で
右
兵
衛
督
で
あ

っ
た
可
能
性

は
大
き

い
。
為
遠
は
定
家

の

直
系

の
子
孫

で
あ
り
、
『
新
後
拾
遺
集
』
を
撰

ん
だ
人
物

で
あ
る
。

『僻
案
抄
』

を
書
写
し
た
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。

一
つ
の
試
案
と
し
て
鶴
首
武
衛
藤
は

為
遠
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
み
た
い
。
二
条
政
嗣

は

『
公
卿
補

人
』

『
尊
卑

分
脈
』

に
ょ
れ
ば
、
文
明
十
二
年
九
月

に
三
十

八
歳

で
亡
く
な

っ
て

い
る
。

こ

れ
を
信
ず
れ
ば
宝
徳
元
年

は
七
歳

と

い
う

こ
と
に
な
り
、
本
書
が
二
条
政
嗣
に

よ

っ
て
写
さ
れ
た
と
は
考

え
に
く

い
。
書
写
者
は
正
確

に
は
、
未
詳

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

 
 
 
 
凡
例

一
、
翻
字

に
当

っ
て
、
な
る
べ
く
底
本

の
お
も

か
げ
を
残
す
よ
う

に
努

め

た

が
、
読
み
易
く
す
る
た

め
に
、
以
下

の
方
針
を
と

っ
た
。

 
1
、
注

文
は
歌

よ
り

一
字

、
又
は
二
字
下
げ

と
し
、
明
ら
か

に
改

行
し
て
い

 
る
部
分
を
除

い
て
は
、
続
け
書
き

に
し
た
。

 
2
、
丁
数
、
な
ら
び
に
表
裏
は
、
そ
の
末
尾

に

(
14
ウ
)

の
よ

う

に
記

し

 
た
。

 
3
、
底
本

の
漢
字

・
異
体
字
は
お
お
む
ね
現
行
書
体

の
活
字

に
改

め
た
。
た

 
だ
し
、
万
と
萬

の
区
別

は
行

い
、

寄
は
底
本
通
り
と
し
た
。

 
4
、
誤
字
、
脱
字
等

の
誤
り
は
底
本
通
り
と
し
、
そ
の
つ
ど
校

異

を

付

し

 
た
。

 
5
、
手
ず
れ
等

に
よ
る
破
損
箇
所

は
、
大
略

の
字
数

を
口
印

で
埋

め
、
そ
の

 
つ
ど
校
異
を
付
し
た
。

 
6
、
底
本

に
み
ら
れ
る
消
去
符
号

「
一ー

」
「
ー

」
「
/

」
等

は
、
長
文

に

及
ぶ
場
合
は

『
 
』
を
も

っ
て
記

し
、
数
字
程
度

の
も

の
は
左

に
ヒ
を
付
し

 
て
示

し
た
。

 
7
、 

「
イ
」
又
は

「
本
」
と
記
す
校
異

は
、
別
系
統
本
と

の
比
較

に
よ
る
補

 
入
と
判
断
し
、
問
題

に
な
る
箇
所
を
除

い
て
は
校
異

の
対
象

と

し

な

か

っ

 
た
。

又
、

「
ひ
」

の
よ
う

に
本
行
中

に
同
字

が
傍
記
さ
れ
て

い
る
場
合

は
、

本
行

の
誤
読

を
避
け
る
た
め
の
付
記
と
判
断

し
、
同
様

に
校

異
の
対
象

と
し

 
な
か

っ
た
。

 
8
、
底
本
に
は
声
点
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
位
置
は
判
然
と
し
な
い
こ

と
が
間

々
あ

る
。
参
考
と
し
て
記
す

に
と
ど
め
る
。
し
た
が

っ
て
、
声
点

は

校

異
の
対
象
と
し
な
か

っ
た
。

 
9
、
校
訂
者

に
よ
る
注
意
書
き
は

(頭
書
)
(
別
筆
添
紙
)
の
よ
う

に
( 

)
を
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も

っ
て
記
し
た
、
又
、
校
異

の
当
該
箇
所

に
は
右
傍

に
*
を
付
し
た

、

翻
刻

古
今
寄

袖
ひ
ち
て
結
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
は
る
た
つ
け
ふ
の
風

や
と
く
ら
ん

 

ひ
ち
て
と
は
ひ
た
し
て
と
い
ふ
心
也
こ
の
詞
昔
の
人

こ
の
み
け
る

に
や
古
今

 

に
は
お

ほ
く
見
ゆ
後
撰
に
は
す
く
な
し
今

の
世
の
う
た
に
は
よ
む

へ
か
ら
す

 

と
そ
い
ま
し
め
ら
れ
し

春

た
て
は
花
と
や
見
え
む
白
雪

の
か

瓦
れ
る
枝
に
う
く
ひ
す

の
な
く

 

み
ら
ん
と
は
見
る
ら
む
と
い
ふ
お
な
し
心
也
み
る
ら
ん
と
い
は

Σ
文
字
お
ほ

 

か
れ
は
見
ら
ん
と
よ
め
り
事

に
し
た
か
い
て
こ
の

こ
ろ
な

と
か

(
ー
ウ
)
よ

 

ま
さ
さ
ら
ん
万
葉
集

に
は
お
ほ
く
よ
め
り
見
え
む
と

い
ふ
説

つ
け
た
る
本
あ

 

り
も
ち
ゐ

へ
か
ら
す

心
さ
し
ふ
か
く
そ
め
て
し
お
り
け
れ
は
き

え

。
ぬ
雪
の
花
と

み
ゆ
ら

ん

 

折
け
れ

は
を
ひ
と
つ
の
説
居
け
れ
は
と
よ
む

へ
し
と

い
ふ
折
け
れ
は

に
て
下

 
句

の
心
た
か
ふ

へ
か
ら
す
居
も
寄
に
よ
む
詞
な
れ
と
き

x
よ
か
ら
す
折
を
も

 

ち
ゐ

へ
し
と
そ
申
さ
れ
し

か
す
か
の
二
と
ふ
ひ
の
野
守

い
て
瓦
み
ょ
今

い
く
か
あ

り
て
わ
か
な

つ
み
て
ん

 
 
 
 
 

。
。。
。

 

か
す

か
の
に
と
ふ
ひ
の
と

い
ふ
こ
と
あ
り
峰
た
て
ら
れ
け

る
ゆ

へ
と

い
ふ
そ

 

の

(
2
オ
)
野
を
ま
も
る
人
を
野
守

と
い
ふ
野
を
ま
も

る
人
な
れ
は

い
て

瓦

 

み
よ
い
ま

い
く
か
あ
り
て
か
わ
な

つ
む
ほ
と
に
な
る

へ
き

と

い
ふ
也

一
説
と

 

ふ
ひ
の
瓦
杜
と

い
ふ
不
可
用

も

N
ち
鳥
さ

へ
つ
る
春
は
物

こ
と
に
あ
ら
た
ま
れ
と
も
我
そ

ふ
り
ゆ
く

 

も

エ
ち
と
り
と
は
う
く
ひ
す
と
も

い
ふ
又
は
る
き

て
は
さ
ま
く

の
鳥
き

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
本

 

り
さ

へ
つ
る
と
て
お
ほ
く
の
と
り
を
も

Σ
ち
の
鳥

と
い
ふ
と
も
申
す

『
せ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本

 

も
此
寄

は
こ
と
に
鶯
と
き

こ
ゆ
れ
と
』
鶯
の
寄
に
は
な
れ
て
柳
を

へ
た
て
鼠

 

い
れ

た
る
も
お
ほ
つ
か
な
し
さ
れ
と
も

二
ち
と
り
と

(
2
ウ
)

い
ふ
も
う
く

 

ひ
す

は
な
る

へ
し
と
は
き

こ
え
ぬ
に
や

春
く
れ

は
雁
か

へ
る
な
り
白
雲

の
み
ち
ゆ
き

ふ
り
に
こ
と
や

つ
て
ま
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⊂ 
0 
0 
0

 
道
ゆ
き

ふ
り
と
は
み
ち
ゆ
か
む

つ
い
て

の
心
也
万
葉
集

に
た
ま

ほ
こ
の
み
ち

 
ゆ
き

ふ
り

に
お
も

は
さ
る

い
も
を
あ
ひ
み
て
こ
ふ
る
こ
ろ
か
も
ふ
る
く

よ
め

 

る
う

た
の
詞
に
て
心
う

へ
し

は
る
の
夜

の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
花

い
ろ

こ
そ
み
え
ね
か
や
は
か
く
る

Σ

 
あ

や
な
し
と
は
た
と

へ
は
か
ひ
な
き

こ
と
を
あ
ち
き
な
く
な
と

い
ふ
や
う
な

 

る
詞
也
又
物
語
な
と
も
あ

ひ
な
し
と

い
ふ
こ
と
も
お
な
し
さ
ま

の

(
3
オ
)

 
事
也

ふ
る
き
う
た
を
お
ほ
く
み
て

こ
と

は
つ
か

へ
る
や
う
は
心
う

へ
し

た
れ
し
か
も
と
め
て
お
り

つ
る
春
霞

た
ち
か
く
す
ら
ん
山

の
さ
く
ら
を

 
 
 
 

*
と
め
て
お
り
つ
る
と
は

 

た
れ

し
か
も

・
た

エ
た
れ
か
と
め
て
を
り

つ
る
と
い
は
む
と
す
る
文
字
の
す

 
く

な
け
れ
は
た
れ
か
も
と

い
ふ
猶
す
く
な
け
れ
は
し
を
く
し
て
た
れ
し
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
本
 
 
 
 
本

 

と
い

へ
る
也
然
と
い
ふ
説
は
僻
事

『
を
心
え
て
を
し
て
い
ふ
也
』

ふ
る
き
う

 

た
に
は
か
く

い
た
つ
ら
な
る
文
字
を
そ

ふ
る
也
然

の
字
な
ら
は
た
れ
か
し
か

 

と

い
ふ

へ
き

(
3
ウ
)

桜
花
春
く
は

X
れ
る
年
た

に
も
人
の
心
に
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ

 

こ
の
さ
く
ら
は
な
の
を
き
や
う
を
さ
き

に
け
ら
し
な
あ

し
ひ
き

の
と

い
ふ
お

 
な

し
事

に
心
え
て
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
は

い
は
れ
す
あ
か
れ
や
は
す

る
と

こ
そ

 

い
は
め
と

い
ふ
人
あ

り
け
り
む
け
に
放
将

の
事
也

こ
れ
は
桜
花
と

よ
ひ
て
は

 

る
の
ひ
さ
し
き
年

た
に
も
人

に
あ
か
れ

よ
と
を
し
ふ
る
心
也

か
や
う

の
事

を

一61一



 
よ
く
心
え
わ
く

へ
し

は
る
か
せ
は
花

の
あ

た
り
を

よ
き
て
ふ
け

心
つ
か
ら
や
う

つ
ろ
ふ
と
み
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 
○
  
 
  
  
 
  
 
O
O
  
O

 
よ
き

て
ふ
け
と
は
の
ぞ
き
て
と

い
ふ
心
也

こ
N
う
つ
か
ら
と
は
身

の
う

へ
口

 

(
4
オ
)
す
る
事

は
み
つ
か
ら
と
い
ふ
わ
か

い
ふ
事
は
く
ち

つ
か
ら
わ
か
て

 
に
し
い
て
た
る
こ
と

は
て

つ
か
ら

心
に
て
す
る
事

は
心

つ
か
ら
と

い
ふ
也
う

 

つ
ろ
ふ
と
は
花
も
な

に
も
色

の
お
と
ろ

へ
か
た
に
か
は
り
ゆ
く
を

い
ふ
也

ま
て
と

い
ふ
に
ち
ら

て
し
と
ま
る
物
な
ら
は
な
に
を
さ
く
ら
に
思
ま
さ
ま
し

 
ま

て
と

い
ふ
に
と

は
し
は
し
ま
て
と

い
ふ
事

也
や
よ
や
ま
て
も
ま
て
し
は
し

 
も

お
な
し
心
也

い
さ

エ
く
ら
我
も
ち
り
な
む
ひ
と
さ

か
り
あ

り
な
ん
人

に
う
き

め
み
え
な
む

0
0
 
0
 
0
 
0

 
ひ
と
さ
か
り
す
き
な
は
人
に
う
き

め
こ
そ
み
え
め
さ
く
ら
の
や

う

に

わ

れ

 

(
4
ウ
)
も

ち
り
な
む
と

い
へ
る
さ
せ
る
ふ
か
き
心
も
な
し
こ
れ
を

い
と
さ

 
か
り
と

い
文
字

か
き
た
か

へ
た
る
本
を
見

つ
け

て
最
と
釈
す
る
説
は
不
可
用

 
物

か
き
う

つ
す
と

て
あ
ら
ぬ
僻
文
字
と
も
か
き
け
る
物
の
こ
と
や
う
の
本
な

 
る
草
子
を
貫

之
か
自
筆
と

い
ひ
て
人
す
か
し
け

る
物
を
も
て
な
し
て

い
ひ
い

 
て
た
る
い
た

つ
ら
事
也
そ
の
本
貫
之
か
手
に
あ
ら
す

こ
と
な
ら
は
さ
か
す
や
は
あ
ら
ぬ
桜
花
み
る
わ
れ
さ

へ
に
し

つ
心
な
し

O
  
O

o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 
こ
と
な
ら
は
と
は
か
く
の
こ
と
く
な
る
は
と
い
ふ
心
也
し
も
に
花

の
こ
と
世

 

(
5
オ
)
の

つ
ね
な
ら
は
と
い
ふ
こ
と
も
お
な
し
心
也

み
わ
山
を
し
か
も

か
く
す
か
は
る
か
す
み
ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
花

や
さ
く
ら
ん

 
し
か
も
か
く

す
か
然
も
か
く
す

か
也
さ
も
か
く

つ
か
と
い
ふ
こ
と
は
な
り

い
さ
け

ふ
は
春

の
山
辺

に
ま
し
り
な

ん
く
れ
な
は
な
け
の
花

の
か
け
か
は

O
O 
 
O

 

o
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 
く

れ

な

は

な
け

と

は

く

れ

ぬ
と

も

な

か

む

へ
き

花

の
か
け

か
は

夜

も
花

に
ま

 

し

り

て
ね

な

ん
と

よ

め
る

也

春

こ
と
に
花

の
さ
か
り
は
あ

り
な
め
と
あ

ひ
み
む

こ
と
は
い
の
ち
な
り
け
り

 
有
な
め
と

L
は
あ
ら
む
す
ら
め
と
も

い
ふ
也

(
5
ウ
)

花

の
こ
と
世

の
つ
ね
な
ら
は
す
く
し
て
し
い

・
・
は
又
も

か
へ
り
き
な
ま
し

 
此
寄
世

の
つ
ね
な
く

は
と

か
き

た
る
本
あ
り

:

:

心
は
た
か
ふ
ま
し
け
れ

 
と
猶

つ
ね
な
ら
な
ら
は
と

こ
そ
心
も
あ

ら
は

に
き

こ
え

め

こ
ま
な

へ
て
い
さ
見

に
ゆ

か
む

ふ
る
さ
と

は
雪
と
の
み
こ
そ
花

は
ち
る
ら

め

 
 
○
  
 ○

 
こ
ま
な

へ
て
は
な
ら

へ
て
也
み
ち

つ
れ
し
た
る
よ
し
也
な
め
て
と
も

か
く
お

 
な
し
事
也

お
も

ふ
と
ち
春

の
山
辺

に
打
む
れ
て
そ

こ
と
も

い
は
ぬ
た
ひ
ね
し
て
し
か

 
 
 
。。
 
。

 
思

ふ
と
ち
と
は
お
も

ふ
人
と
ち
ひ
き
く
し
て
そ
こ
と
さ
し
て
も

ゆ
か
ぬ

(
6

 
オ
)
春

の
山
に
た
ひ
ね
し
て
し
か
と

は
し
て
し
か
な
と

い
ふ
詞

は
せ
は
や
と

 
思

こ
と
を
し
て
し
か
な
あ
り
に
し
か
な
と
は

い
ふ
也

郭
公
な

か
な
く
さ
と
の
あ
ま
た
あ
れ

は
な
を
う
と
ま
れ

ぬ
お
も

ふ
も

の
か
ら

 
 
。
。。
。

 
な
か
な
く
と
は
な
れ

か
な
く
と
い
ふ
心
也
あ
ま
た
の
さ
と
を
か
け
て
な
け
は

 
お
も

へ
と
も
猶

う
と
ま
し
と

い
ふ
よ
し
也

や
よ
や
ま

て
山
郭

公
こ
と

つ
て
む
わ
れ
世
中

に
す
み
わ
ひ
ぬ
と
よ

 
や
よ
や
ま
て
と
は
や
し
は
し
ま
て
と
い
ふ
心
也
郭
公

は
し
て

の
た
を
さ
と

い

 

ふ
鳥
な
れ
は

こ
の
世

に
我
す
み
わ
ひ
ぬ
我
を
と
く
さ
そ

へ
と

(
6
ウ
)

い
ふ

 
よ
し
の
事

つ
て
也

さ
み
た
れ

の
そ
ら
も
と

エ
う
に
郭

公
な
に
を
う
し
と
か
よ
た

瓦
な
く
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 

。
。Q
Q

 
と

二
う
と
は
そ
ら
も
う

こ
く
や
う
に
と

い
ふ
也
よ
た
L
と
は
よ
る
も

し
つ
ま

 
ら
す
さ
は
き
な
く

と
い
ふ
心
也

む
か
し
へ
や
今
も
さ
ひ
し
き
郭
公
ふ
る
さ
と

x
し
も
な
き
て
き

つ
ら
ん

 
 
 

○○

 
む
か
し
へ
と
は
又
た

玉
む
か
し
と

い
ふ
に
文
字
た
ら
ね
は
む
か
し
へ
と
い
ふ
也

一62一



こ
の
ま
よ
り
も

り
く
る
月
の
影
み
れ

は
心

つ
く

し
の
秋

は
き

に
け
り

 
此
寄
お
ほ

つ
か
な
き
事
な
し
例
の
本

に
お
ち
く
る
月

と
か
き

(
7
オ
)
た
る

 

を
め
て
た
き

説
と
い
ふ
物
あ
り
を
の
か
よ
む
舟
も
き

瓦
に
く

N
し
な
し
き

す

 

か
た

こ
と
は
を
こ
の
む
物
は
ふ
る
き
訂
を
さ

へ
お

の
か
う

た
の
さ
ま
に

つ
く

 
り
な
す
也
月
落
と
は
山
に
い
る
月
也
お
ち
く
る
と
は
い
ふ

へ
く
も
あ

ら
す
月

 

に
か
き

ら
す

お
ち
く
る
と
い
ふ
詞

こ
の
み
よ
む

へ
か
ら
す

い
つ
は
と
は
時

は
わ
か
ね
と
秋

の
よ
そ
物
お
も

ふ
こ
と
の
か
き
り
な
り
け
る

 

い
つ
は
と
は
い
つ
と
は
わ
か
ぬ
と

Σ
い
ふ
を
文
字
た
ら
ね
は

い
つ
は
と
は
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ

 

へ
り

白
雲
に
は
ね
う
ち
か
は
し
と

ふ
か
り
の
か
す
さ

へ
み
ゆ

る
秋

の
よ
の
月

(
7
ウ
)

 
此
寄

か
す
さ

へ
か
け
さ

へ
昔

よ
り
両
説
又
二
首

嵜
な
と

い
ふ
明
月

い
た
れ
る

 
時

・
・
の
か
け
な
き
を
本
意
と
す
は
る
か
に
と
ふ
か
り
の
か
す
さ

へ
た
し
か

 

に
み
え
む
こ
そ
月
の
く
ま
な
き
心
に
か
な

ふ
へ
け
れ

は
両
説
あ

り
と
も
か
す

 
さ

へ
を
用

わ
か
門

に
い
な
お
ほ
せ
と
り

の
な
く
な

へ
に
け
さ
ふ
く
風
に
か
り
は
き

に
け
り

 
此
鳥
さ
ま
く

に
清
輔
朝

臣
等

の
人

≧
説

≧
を
か
き
て
事
き
ら
さ
る

へ
し
こ

 
の
か
り

は
き

に
け
り
と

い
ふ
に
こ
の
鳥
雁
と
い
ふ
説
は
あ

る

へ
か

ら

す

時

 
の
景
気
秋
風
す

玉
し
く
な
り
ゆ
く

こ
ろ
に
は
た
瓦
き
な

(
8
オ
)
れ
き

た
り

 
て
お
と

へ
ゆ
く
秋
草

の
中
に
お
り
ゐ
て
色
も

こ
ゑ
も
め
つ
ら
し
き

こ
ろ
は

つ

 
か
り

の
そ
ら
に
き

こ
ゆ
る
当
時
あ
る
事

な
れ

は
つ
ね
の
人

の
門
庭
な
と
に
な

 
れ

こ
ぬ
鳥

を
と
を
く
も
と
め
い
た
さ
て
め
の
ま

へ
に
み
ゆ
る
事

に

つ
く

へ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本

 
と
思
給
也

『
い
は
む
と
お
も

は
ん
人
は
心
に
ま
か
せ
て
い
ひ
な
す

へ
し
た
か

 
ひ
に
し
る

へ
か
ら
す
』

後
年
追
注
付

あ
る
好
士
安
芸
国

に
ま
か
れ
り
け
る
に
宿
所
よ
り
た
ち
い
て
た
り
け
る
に
に

 
は
た

二
き

の
お
り
ゐ
て
な
き
け
る
を
女

の
あ
り
け

る
か
見
て

(
8
ウ
)

い
な

 

お
ほ
せ
と
り
ょ
と

い
ひ
け
る
を
き

Σ
て
な
と
こ
の
鳥
を

い
な
お
ほ
せ
と
り
と

 

は
い
ふ
そ
と
と
ひ
け
れ
は

こ
の
鳥
ぎ
た
り
な
く
時
田
よ
り
稲

を

お

ひ

て

家

 

く

に
は

こ
ひ
を
け

は
申
也
と
い
ひ
け
り
国
く

田
舎
の
人
は
か
や
う

の
事

 

を
や
す
く

と
い
ひ
い
た
す
お
か
し
く
き

こ
ゆ

こ
の
事
き

N
て
後
安
芸
国

に

 

か
よ

ふ
人
に
と

へ
は
み
な
お
な
し
さ
ま
に
き

瓦
た
る
よ
し
申
也

一
州

一
村
に

 

も
当
時

か
く
申
さ
ん
に
と
り

て
は
ひ
と

へ
に
を
し
て
い
は

ん
よ
り
ば
も
ち
ゐ

 

る

へ
し
但
可
依
人

ミ
所
存

(
9
オ
)

秋

は
き

に
う
ら
ひ
れ
を
れ

は
あ
し
ひ
き

の
山
し
た
と
よ
み
し
か
の
な
く

ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O 
 
O
O
  
O
Q

 

う
ら
ひ
れ
う
ら
ふ
れ
と

い
ふ
詞
物

お
も
ひ
う
れ

へ
た
る
心
也

 

し
な

へ
う
ら
ふ
れ
な
と

い
ふ
み
な
お
な
し
心
也

折

て
み
は
お
ち
そ
し
ぬ

へ
き
秋

は
き

の
枝
も
た
わ

玉
に
を
け
る
白
露

 

え
た
も
た
わ

玉
と
を

x
ふ
た

つ
の
説
を

つ
け
た
り
い
つ
れ
も

つ
ゆ
の
を
も
く

 

を
き

て
枝

の
た
わ
み
な

ひ
け
る
よ
し
也
ふ
か
き
心
な
し

雪

ふ
れ

は
冬

こ
も

り
せ
る
草
も
木
も

は
る
に
し
ら
れ
ぬ
花

そ
さ
き

け
る

 
 
 
 
 
O 
O 
  O

 
冬

こ
も
り
と
は
冬
と

て
も

こ
も

る
事
な
き
草
木
も
花
も
葉
も

な

(
9
ウ
)
く

 
雪

に
う

つ
も
れ
た
る
を
冬

こ
も
り
と

い
ふ
也
む

か
し
の
さ
く

や
こ
の
は
な

ふ

 
ゆ

こ
も
り
よ
り
よ
み

い
た
せ
り

す

か
る
な
く
秋

の
は
き
原
あ

さ
た
ち
て
た
ひ
ゆ
く
人
を
い
つ
と

か
ま
た
ん

 
す
か
る
少
年

の
昔
古
今

の
説
う
け
侍
し
時
す
か
る
は
鹿

の
別
名
也
と
そ
申

さ

 
れ
し

 
萬
葉
集

に
は
春

な
れ
は
す

か
る
な
る
の
瓦
郭
公
ほ
と
く

い
も

に
あ
は
す
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
は
ち
イ

 
に
け
り
春

の
玉
に
な
る
と

い

へ
る
鹿

に
か
な
は
ね
は
さ

Σ
り
は
ち
な
と
申

め

 
り

こ
の
寄

に
と
り
て
は
秋

の
は
き

は
ら

に

(
⑳
オ
)
な
か
む
鹿
う
た
か
ひ
な

 
き

か
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綺
語
抄
と

い
ふ
物

に
も
わ
か
き
し
か
又
は
ち
な
と
か
き
て
侍
め
り

あ
さ
な
け
に
み

へ
き

鼠
み
と
し
た
の
ま
ね
は
思
た
ち
ぬ
る
草

ま
く
ら
也

。
。
。

。。
 
 

 

 

 

 

 
 

・
庭
訓

 
あ
さ
な
け
あ
さ

に
け
お
な
し
事
也
先
人
説
あ
さ
ゆ
ふ
に
と

い
ふ
お
な

し
心
也

 
と
そ
侍
し

 
後
撰
に
は
あ

さ
な
け
に
世

の
う
き

こ
と
を

し
の
ひ

つ
Σ
な

か
め
せ
し
ま

に
年

 

は

へ
に
け
り

 
万
葉
集

に
は
お
ほ
く
あ
さ
に
け
と
よ
め
る
お
な
し
心
也

(
10
ウ
)

 
文
字

に
は
朝
ホ
食

と
か
き
た
り

い
か
な
ら
む
日
の
時

に
か
も
わ
き
も

こ
か
も

 

ひ
き
の
す
か
た
あ
さ

に
け
に
み
む

い
つ
れ
も

こ
の
心
た
か
は
す

人
や
り

の
み
ち
な
ら
な
く

に
お
ほ
か
た
は
い
き
う
し
と
い
ひ
て
い
さ
か

へ
り
な

 
○
 
○

む 

ひ
と
や
り
と
は
人

の
や
る
み
ち
か
は
我
と

こ
そ
ゆ
け

は
い
き
う

し
と

い
ひ
て

 
か

へ
り
な
ん
と
よ
め
る
也
人
や
り
な
ら
す
と

い
ふ
詞
も
心
か
ら
す
る
事
を

い

 

ふ
也

 
物
名
す
み
な
か
し

春

か
す
み
な
か
し
か
よ
ひ
ち
な

か
り
せ
は
秋
く
る
か
り
は
か

へ
ら

さ

ら

ま

し

 
 
 
 

O
O
 
 O

(
1ー
オ
)

 
霞

の
中
か
よ
ひ
ち
な
か
り
せ
は
秋

の
雁
か

へ
ら
さ
ら
ま
し
と
は
よ
め
り
し
も

 

し
は
れ

い
の
た
ら

ぬ
に
そ

へ
た
り
郭
公
な
か
な
く
さ
と
の
研
の
心
を
汝
か
し

 

か
よ
ひ
ち
也

い
ふ
は
あ
し
く
了
見
し
た
る
ひ
か
事
也

い
さ

エ
め
に
時

ま

つ
ま

に
そ
ひ
は

へ
ぬ
る
心
は
せ
を
は
人

に
み
え

つ
Σ

0
 
0
0
 
0

 

い
さ

エ
め
と
は
か
り
そ
め
の
心
也
万
葉
集
ま
き

は
し
ら
つ
く
る
そ
ま
人
い
さ

 

瓦
め
に
か
り
ほ
に
せ
む
と

つ
く
り
け

め
や
は

 

い
さ

瓦
め

に
思

し
物
を
た

こ
の
う
ら
に
さ
け
る

ふ
ち
な
み
ひ
Σ
よ

(
1ー
ウ
)

 

へ
に
け
り
又
い
さ
な
み
卒
」小
と
い
ふ
詞
同

心
殿

 
い
さ
な
み
に
今
も
み
て
し
か
秋
は
き

の
し
な
ひ

に
あ
ら
む
い
も

か
す
か
た
を

 
恋
部

ほ
と

Σ
き
す
な
く
や
さ
月
の
あ

や
め
草
あ

や
め
も
し
ら
ぬ

こ
ひ
も
す

る
か
な

 
あ

や
め
も
し
ら
ぬ
と
は
人

こ
ふ
る
あ
ま
り
に
わ
か
心
ほ
れ
く

し
く

い
ふ
か

 
ひ
な
く
な
り
て
あ
や
め
も
し
ら
す
な
り
に
た
り
と

い
ふ
也

 
あ
や
め
と
は
錦

ぬ
ひ
物

を
は
し
め
て
か
め
の
こ
う
か
ひ
の
か
ら

(
12
オ
)
ま

 
て
文
な
き
物

は
す
く
な
し
又
あ
み

の
め

こ
の
め
き
ぬ
め
ぬ
の
め
ぬ

い
め
う
ち

 
め
な
と

い
ひ
て
物
の
い
ろ
ふ
し
み
え
わ

か
れ
く
ら
か
ら
ぬ
時

は
文

と
め
と

の

 
わ
か
れ
ぬ
事
な
き
を
心
も

ほ
れ
め
も
み
え
ぬ
時
は
あ

や
も

め
も
わ

か
す

し
ら

 
ぬ
也
ゆ
ふ
く
れ

の
く

ら
く
な
り
は

つ
る
を
物

の
あ
や
め
わ
か
れ

ぬ
ほ
と
に
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

O 
 
O
O

 
と

ふ
る
き
物

に
つ
ね
に
か
き
た
る
也

重
代
心
に
く

か
る

へ
き
奇

よ
み
又
作
本
文
す
る
物
な
と
も

こ
れ
を

わ
き

ま

へ

 
ぬ
も
侍
に
や
昔

の
人
な
か
こ
ろ
ま
て
は

つ
ね

に
か
や
う
に
い
ふ
事

は
み
な
あ

 
ま
ね
く

し
り
た
る
を
ち
か
き
よ

瓦
り
か
く
や
す
き
事

を

(
12
ウ
)
も
な

ら
は

 
て
あ
た
ら
し
く

よ
う

つ
の
事
を

つ
く

り
い
た
す

ほ
と
に
不
分
別
事

侍
也

た
ち

か
へ
り
あ

は
れ
と
そ
思

よ
そ

に
て
も
人

に
心
を

瓦
き

つ
し
ら
浪

 
こ
の
寄

の
心

よ
そ
の
お
も

ひ
に
て
さ
そ
と

た
に
し
ら
れ
ぬ
事
を
な

け

」
と
を

 
し

か

へ
し
お
も

へ
は
そ
れ
も
あ
は
れ
に
お
ほ
ゆ
さ
る

へ
き

ち
き

り
あ

り
て
や

 
な

と
思

い
れ
た
る

よ
し
に
や
人

に
心
を
お
き

つ
し
ら
な
み
と

は
心
を
か
け

た

 
る
と

い
ふ
也

こ
の
集

の
お
く

に
な
と
世
中

の
玉
た
す
き
な

る
と
い

へ
る
も
中

 
く

に
か
け
た
る
を
く
る
し
と
よ
め
る
口

(
13
オ
)

 
 

 

管
は
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
静

ゆ

ふ
く

れ

の
雲

の

は
た

て

に
物

そ

思

あ

ま

つ
そ

ら

な

る

人
を

こ

ふ
口

口

 
雲

の
旗
手
と
は
日
の
い
り
ぬ
る
山

に
ひ
か
り
の
す
ち
く

た
ち
の
ほ
り
た
る

 
よ
し
に
見
ゆ
る
く
も

の
は
た
て
の
手

に
も
に
た
る
を

い
ふ
也

又
蛛

の
手

の
よ

 
し
に
か
き
た
る
物
も
あ
れ
と
あ
ま
つ
そ
ら
な
る
な
と
よ
め
る
う
た
雲

な
ら
て
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う
た
か
ふ

へ
き

こ
と
な
し
 

 
重
之
蛛
と

よ
み
た
る
も
雲

の
は
た
て
な
れ
と

 
蛛

に
よ
そ

へ
よ
ま
む
な
か
る

へ
き
事

に
あ
ら
す

(
13
ウ
)

わ

か
そ

の
Σ
梅

の
ほ
つ
え

に
う
く

ひ
す

の
ね

に
な
き

ぬ

へ
き

こ
ひ
も
す
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 

。
。。
。

 

ほ
?

え
と
か
き

て
そ
は
に
は

つ
え
と

つ
け
た
る
本

に
て
ほ

?
え
は

つ
え
お
な

 
し

こ
と
梅

の
す
ゑ

の
枝

な
り
又
ほ
つ
え

つ
ほ
め
る
枝
を

い
ふ
と

い
ふ
説
も
あ

 
り
と
申
さ
れ
き
万
葉
集

に
柳

に
も

ほ
つ
え
と
よ
み
た
り
そ
れ
も
お
な
し
こ
と

 
歎

十
二
月

に
よ
め
る
寄
也

 

 
 

 

 

 

 

た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

。。

い
て
我
を
人
な
と
か
め
そ
お
ほ
舟

の
ゆ
た
の
た
ゆ

。
に
物
思

こ
ろ
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

O 
O 
 
O 
O

 
万
葉
集

わ
か
心
ゆ
た
の
た
ゆ

た
に
う
き
ぬ
な
は

へ
に
も
お
ぎ

に
も
よ
り
や
か

 
ね
ま
し

こ
の
爵

の
心
も

う
き

ぬ
な
は
浪

に
ゆ
ら
れ
て

(
14
ナ
)
た
ゆ

た
ふ
心

 
と
き

こ
ゆ
或
は
舟

に

い
る
水
を

か
く
手
の
た
ゆ
き
と

い
ふ
説
あ
れ
と
そ
れ
は

 
も
ち
ゐ
す

た
二
と
か
く

た
ゆ

た
ひ
て
物
思
よ
し
と
そ
き

Σ
侍

し

あ

は
雪
の
た
ま
れ
は
か
て
に
く

た
け

つ
瓦
わ
か
物
思
ひ

の
し
け
き

こ
ろ
哉

 
 
 
 
 
 
 
 

。。
。
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

*
 

*

 
か
て
に
と
は
た
ま
れ
は
か
つ
く

く
た
け

つ
瓦
と
い
ふ
心
也
雪
の
た
ま
る
を

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
お
イ

 
み
れ
は
か
つ
く

ほ
ろ
く

と
を

つ
る
を
く

た
け

つ
瓦
と
は
い
ふ
也

よ
る

へ
な
み
身
を

こ
そ
と
を
く

へ
た
て

つ
れ
心
は
き
み
か

二
け
と
な
り
に
き

O
 
O
 
 
O
O
 
 
O

 
よ
る

へ
と

は
た
と

へ
は
た
ち

よ
り
た
の
む
縁
な
と
あ
る
あ
た
り

を

い

ふ

也

 

(
14
ウ
)
無
縁
に
さ
し
は
な
れ
た
る
を
よ
る

へ
な
し
と
は
い
ふ
也
こ
の
事
た

 

二
よ
る

へ
と

い
ふ
詞
に
て
寄

に
も
よ
み
詞

に
も

か
け
は
昔

の
人
は
う
た
か
ひ

 
思
事
な
く

い
ひ

つ
た

へ
た
る
を
ち
か
き

世
に
物

の
よ
し
し
ら
す

ふ
る
き
事
を

 
 
 
賀
茂
政
平

 
み
さ
と
ら

ぬ
も
の
玉
源
氏
物
語

に
賀
茂
祭

日
よ
る

へ
の
水
と
よ
み
た
る
は
社

 
頭

に
神

水
と
て
瓶

に
い
れ

た
る
水
也
な
と
自
由

に
い
ひ
い
て
た
る
は
い
た

つ

 
ら
事
也
お
な
し
物
語

の
か
た
は
ら

の
巻
く

を
た
に
み
さ
り
け
る

い
ふ
か
ひ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
な
イ

 
な
き
事
也
後
撰
寄
滋
幹
少
将
な
る
と
よ
り
さ
し
い
た
さ
れ
し
舟
よ
り
も
我
そ

 
よ
る

へ
も

(
15
オ
)
な
き

心
ち

せ
し
 
か
す
な
ら
ぬ
身
は
蹟

と
な
り
な

瓦
ん

 

つ
れ
な
き
人

に
よ
る

へ
し
ら
れ
し

お

ほ
か
た
は
わ
か
名
も
湊

こ
き

い
て
な

ん
世
を
う
み

へ
た
に
み
る

め
す
く
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

O 
 
Q
 
O
 
 
O

 
此
寄
を

は
た
玉
わ
か
名
も

み
な

と
こ
き

い
て
な
む
世
を
う
み

へ
た

に
み
る
め

 
す
く

な
し
と
よ
み
て
な
に
と
申

さ
る

Σ
事

な
か
り
し
か
は
海

の
辺
た

に
み
る

 
め
す
く
な
け
れ
は
み
な
と

へ
こ
き

い
て
な
ん
と

よ
め
る
と
思
て
侍
き
顕
昭
法

 
師
後
撰

の
お
き

つ
た
ま
も
を
か
つ
く
身
に
し
て
と

い
ふ
寄
を
了
見
し
て
う
み

 

へ
た
に
と
申
け
る

こ
と
は
り
と
な

ひ

(
15
ウ
)

て
さ
と
り

い
た
し
て
侍

け
り

 
。。
。。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
ヒ
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

曇

 
さ
れ
と
う

た
な
ら
ぬ
詞

に
も

へ
た
と

い
ふ
事

つ
か
は
ま
う
け
れ
は
猶
う
み

へ

 
 

に
イ

 
た
り
と
て
侍
な
ん
や
但
万
葉
集
第
+
二
あ
は
海

の

へ
た
は
人
し
る
お

き

つ
浪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
イ

 
き

み
を
玉
き
て
は
し
る
人
も
な

し

 

こ
れ
も
海

の

へ
た
と
は
き

こ
え

た
り

 
 
(頭
書
)
清
輔
朝
臣
奥
義
乍
書
出
此
寄
不
釈
後
人
皆
う
み
へ
た
に
と
存
鰍

梓
弓
ひ
き

の
瓦
つ
二
ら
す
ゑ

つ
ひ
に
わ
か
思
ふ
人

に
事

の
し
け

玉
む

 
此
再

の
心

た
と

へ
は
お
も

ふ
中

の
い
か
な
る
事
か

い
て
こ
む
と
あ
や
ふ
み
思

 
ひ
し
に
す
ゑ

つ
ゐ
に

こ
の
人

に
事

の
し
け
瓦
む
と
は
よ
か
ら
ぬ

口
舌

い
て
き

 
に
た
り
と

い
ふ
心
也
事

し
け

し
と
は
諄
論

口
舌
を
い
ひ

(
16
オ
)
な
ら
は
し

 
 
 

*
 
 

但
馬
皇
女
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 
た
り
万
葉
集

。
人
事

を
し
け

み
こ
ち
た
み
老

か
世
に
い
ま
た
わ
た
ら
ぬ
あ

さ

 
河
わ
た
る
後
撰
事

し
け
し
N
は
し
は
た
て
れ
よ
ゐ
の
ま
に
を
け
ら
ん

つ
ゆ

は

 

い
て
x
は
ら
は

ん
す
ゑ

つ
ひ
と

は
す
ゑ
に
な
り
て

つ
ゐ
に
お
も

ふ
も
し
る
く

 
事

い
て
き

ぬ
と

い
ふ
也
万
葉
+
一
玉

の
緒

を
く

瓦
り
よ
せ
つ
N
未
遂
に
ゆ
き

 
は
わ
か
れ
す
お
な
し
を
に
あ
ら

ん
 

の
ち

つ
ゐ

に
い
も

に
あ
は
む
と
あ

さ

つ

 
ゆ
の
い
の
ち
は

い
け
り

こ
ひ
は

し
け
れ
と
 
我
ゆ

へ
に
い
た
く
な
わ
ひ
そ
後

 
遂

に
あ
は
し
と
思
し
我
な
ら
な
く

に
 
た
か
ま
と
の
ぬ

へ
は

ふ
く
す

の
末

つ

 
ゐ

に
ち
よ
に
わ
す
れ
ん
わ
か
お
ほ
き
み
か
も

(
16
ウ
)
 

の
ち

つ
ゐ
す
ゑ

つ

一65一



 

ゐ
た

Σ
お
な
し
事
也

こ
の
心
に
て
こ
そ
返

し
の
夏
引

の
手
ひ
き

の
い
と
を
く

 

り
か

へ
し
事

し
け
く
と
も

た
え
む
と
思

ふ
な

 

こ
の
う

た
も
か
な
ひ
て
き

こ
ゆ
れ
末

の
字

は
の
ち
と
よ
む
字
也

暁

の
し
き

の
は
ね
か
き
も

玉
は
か
き
き

み
か
こ
ぬ
よ
は
わ
れ
そ

か
す
か
く

 
 
寄
イ

 

此
事

は
和
寄
論
義

と
い
ふ
物

に
く
は
し
く

か
き

た
り

い
ま
ひ
と

つ
の
奇

 
暁

の
し
ち
の
は
し
か
き
も

玉
よ
か
き
き

み
か
こ
ぬ
よ
は
我
そ

か
す
か
く
 

か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
O 
 
O

 

や
う

に
昔

よ
り
ふ
た
つ
の
説
あ

る
事

は
た
玉
ふ
た

つ
な
か
ら
か
れ
も

こ
れ
も

 

も
ち
ゐ
る

へ
き

也
と
そ
申

さ
れ
し

(
17
オ
)

 

院
殿

上
寄
合

に
先
人
 
思
き

や
し
ち
の
は
し
か
き
く

つ
め
て
も

x
夜

も
お

 

な
し
ま
う
ね
せ
ん
と
は
と
よ
ま
れ
た
る
を
時

の
人
く

事

の
ほ
か

に
ほ
ま
れ

 

あ
る
や
う

に
申

け
る
を
そ
ね
み
思

ふ
と
も
か
ら
し
き

の
は
ね

か
き

の
う
た
を

 

す
て
エ
し
ち

の
は
し
か
き

に
つ
く
か
と
い
ふ
事
を
申

け
る
と

の
ち

に
き

玉
侍

 

し
も
と

よ
り

こ
の
寄
を
し
ち
の
は
し
か
き

に
て
こ
そ
あ

れ
と

い
ひ
な
す
に
は

 

あ
ら
す

ふ
た

つ
あ

る
古
再
な
れ

は
ひ
と

つ
に
つ
き
て
よ
ま
れ
た
る
也

す
み

 

わ
ひ
ぬ
今
は
限
と
山
里

に
身
を
か
く
す

へ
き
や
と
も
と
め
て
ん
か
た
は
ら
に

 

つ
ま
(
17
ウ
)
木

こ
る

へ
き

と

つ
け
た
り
先
人
そ

の
か
み
 
す
み
わ
ひ
て
身
を

 

か
く
す

へ
き
山
里
に
あ
た
り
く
ま
な
き

よ
は
の
月
哉

こ
の
寄
あ
ま
ね
く
人
の

 

く
ち
に
申
き
老
の

瓦
ち
 
今

は
と
て

つ
ま
木

こ
る

へ
き

や
と

の
松
ち
よ
を
は

 

君
と
猶

い
の
る
哉

 
こ
れ
又
勅
撰
に
の
せ
ら
れ
侍
に
き

こ
れ
を
も
か
れ
を
も

 

ひ
と

つ
に
つ
く
に
は
侍
ら
す

今
し
は
と
わ
ひ
に
し
物
を
さ

N
か
に
の
衣
に
か
玉
り
我
を
た
の
む
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
切
て
イ

 

い
ま
し
は
と
は
春
部

に
誰

し
か
も
の
詞

の
こ
と
し
今
は
と
思
き

は
も
わ
ひ
に

 

し
も
の
を
さ

エ
か
に
の
又
人
を
ま

つ
へ
き

や
う

に
(
18
オ
)
我
を
た

の
む
る
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
者
四
イ
 
之
惜
雲
吾
者
無
妹
丹
因
者
千
遍
二
立
十
方
イ

 

い
ふ
よ
し
也
万
葉
集
第
四

今

し
は
よ
名

の
お
し
け
く
も
我
は
な
し

い
も

に
よ

 

り
て
は
ち

へ
に
た
つ
と
も
 
今
は
と

い
ふ

へ
き
を

い
ま
し
と
よ
め
る
証
寄
也

 

今
し
は
し
と

い
ふ
心

に
は
あ
ら
す

あ
は
れ
と
も
う
し
と
も
物
を
思
時
な
と
か
な
み
た
の
い
と
な
か
る
ら

ん

 

い
と
な

か
る
ら
ん
は

い
と
ま
な

か
る
ら
ん
と

い
へ
る
也
最
流
と

い
ふ
は
僻
案

 

の
了
見
也
惣
此
集
之
中
最
字

ヲ
い
と

瓦
よ

め
る
事

不
可
用
之

水
の
面
に
し

つ
く
花
の
色
さ
や
か
に
も
き

み
か
み
か
け
の
お
も
ほ
ゆ
る
哉

(
18
ウ
)

 
 
 
 

。
。。
。

 

し

つ
く
と

い
ふ
詞
し

つ
む
と
い
は
瓦
し

つ
む
に
あ
ら
す
沈
は
そ

こ

へ
い
り
ひ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
洗
 
 
 
る

 

た
る
も
又
水
に
い
る
也
 
し

つ
く
と
は
水
に
あ

ら
は
れ
れ
と
も

水

に

入

は

 

て
す
又
水
の
し
た
な
る
石

と
浪

よ
り

い
つ
る
や
う
な
れ
と
あ
ら
は
れ
も
は
て

 
す

か
く
れ
も
は
て
ぬ
や
う

な
る
を

い
ふ
也
万
葉

藤
波

の
影
な
る
海

の
そ

こ

 
き

よ
み
し

つ
く
石
を
も
玉
と
そ
わ
か
み
る
 
あ

し
ひ
き

の
山

の
も
み
ち
に
し

 

つ
く
あ

ひ
て
ち
ら
ん
山
ち
を
き

み
か

こ
え
ま
く
 
催
馬
楽
 
か

つ
ら
木

の
て

 

ら
の
ま

へ
な
る
や
『
と
よ
ら

の
て
ら

の
に
し
な

る
や
』
え
の
は
ゐ

に
し
ら
た
ま

 

し
つ
く
や
口

し
ら
た
ま
し
つ
く
や

(
19
オ
)
 

寄

の
心
は
池

の
水

に
花

の
枝

 

の
す

x
か
れ
て
し
つ
く

い
ろ
の
さ
や
か
な
る
や
う

に
き
み

の
み
か
け

の
お
も

 

ほ
ゆ

る
と
よ
め
る
也

色
も

か
も
昔
の
こ
さ
に

x
ほ

へ
と
も
う

へ
け
む
人

の
か
け
そ

こ
ひ
し
き

 
此
寄

さ
せ
る
説
あ

る

へ
き

さ
ま
に
も
あ
ら
す
た

鼠
か
き
う

つ
す
人

の
し
と
け

 

な
く

て
む
か
し
の
こ
さ
に
を
む

か
し

の
こ
さ
す

と
か
き
た
る

に
つ
き

て
よ
み

 

に
く

エ
く
せ
は
み
た
る
こ
と

こ
の
む
も
の
x
い
た

つ
ら
事

を
尺
し

い
つ
る
そ

 

の
こ
と

二
な
き

ひ
し
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
イ

玉
た
れ

の
こ
か
め
や
い

つ
ら

こ
よ
る
き

の
い
そ
の
浪
わ
け
を
き

に
い
て
に
け
り

(
19
ウ
)

 
玉
た
れ
の
か
め
を
な
か
に
を
き

て
と

い
ふ
こ
と
風
俗

の
う
た

と
か
や

か
め
の

 

・
ま
た
れ
は
か
め
に
玉
の
た
れ
た
る
か
た
あ

る
を

い
ふ
な
と
あ
ま
た
か
き

た

 
り
寄

に
は
た
ま
た
れ
と
て
か
め

に
よ
み
つ
x
け
た
る
事

こ
の
寄

の
ほ
か
に
な
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*
と
イ
 
 
 
 
 
先
人
か
め
の
た
ま
た
る
玉
事
に
く
し
た
㌧
玉
た
れ
の

 

し
た

ま

た

れ

の
み

す

こ

の
み

よ

め
り

・
風
俗

の
寄

に

つ
き

て

よ

め
る

に

こ
そ

 

鈎
と
い
は
ん
と
て
こ
か
め
と
よ
め
る
に
て
あ
り
な
ん
と
申
さ
れ
し
か
と
そ
れ
も
労
鷺
也
イ

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
鳥

瀦

ナ
ノ

老
ぬ
れ

は
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
あ
り
と
い
へ
は
い
よ
く

み
ま
く

ほ
し
き
ぎ

み
か
な

 

さ
ら
ぬ
わ
か
れ

は
不
去
別
也
の
か
れ

ぬ
よ
し
也
む
け

に
心
え
ぬ
人

は
さ
ら
ぬ

 
わ

か
れ
と
よ
み
な
し
き

(
20
オ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
イ

お
い
ぬ
と
て
な
と

か
わ
か
身

を
せ
め
き
け
ん
を
い
す
は
け
ふ
に
あ

は
ま
し
物

か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
な
き
こ
し
う

 

な
と

か
わ
か
身
を
せ
め
き

け
ん
と
は
責
来

け
ん
と
は
歎
怨

つ
る
よ
し
也
毛
詩

 

ら
み
こ
し
な
と
い
ふ
お
な
し
心
也
セ
メ
ケ
ト
モ
カ
キ
ニホ
カ
フ
セク
ソ
ノ
ア
ナ
ト
リ
ヲ

 

の
常
様

の

詩

に

兄

弟
閲

二干

將

一外
御

二其
務

一と

い
ふ
 

圓

の
字
を
よ
め

 

り
と

い
ふ
心
は
し
ひ
て
た
か
ふ
ま
し
け
れ
と
こ
の
詞

つ
ね
に
嵜
な
と
に
よ
み

 
な
ら

へ
る
事
な
ら
ね
は
責
来
け
ん
に
て
あ

り
な
む

さ

Σ
の
葉

に
ふ
り

つ
む
雪

の
末
を
も
み
も
と
く
た
ち
ゆ
く
わ

か
さ
か
り
は
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O 
O 
 
Q

 
く
た

つ
と
は
雪

の
を
も

れ
は
本

の
か
た
ふ
き
く
た
る
也
万
葉
(
20
ウ
)
 

よ
く

 

た
ち

に
ね
さ
め
て
を
れ
は
河

せ
と
め
心
も
し
の
に
な
く

ち
と
り
か
も

夜
く

 

た
ち
て
な
く
河
千
鳥

む

へ
し
こ
そ
む
か
し
の
人
と
し
の
ひ
き

に
け
れ
 
か
や

 
う

に
つ
か
ひ
た
る
詞
也

し
り
に
け
ん
き

瓦
て
も

い
と

へ
世
中

は
浪

の
さ
は
き

に
風
そ
し
く
め
る

 
風
そ
し
く

め
る
後
撰
寄

に
も
白
露

に
風

の
ふ
き
し
く
秋

の
野

は
つ
ら
ぬ
き
と

 

め
ぬ
玉
そ
ち
り
け
る
と
も

よ
め
り
し
き

り
に
ふ
く
風
を

ふ
き
し
く
と
も
風
そ

 

し
く
め
る
と
も

い
ふ
也

世
中

の
う
け
く
に
秋

ぬ
お
く
山

の
こ
の
は
に
ふ
れ
る
ゆ
き

や
け
な
ま
し
(
2ー
オ
)

 
う
け
く

は
世
中
の
う
き
と

い
ふ
お
な
し
事
也
山
し
た
風

の
さ
む
け
く

に
も
さ

 
む
き

よ
し
也

こ
の
葉

に
ふ
れ
る
雪

に
よ
そ

へ
て
お
く
山

へ
行
や
き

え
な
ま
し

 
と
よ
め
る
也

木

に
も
あ
ら
す
草

に
も
あ
ら

ぬ
竹
の
よ
の
は
し
に
わ
か
身

は
な
り
ぬ

へ
ら
也

 
は
し
に
わ
か
身

と
は
玉
し
た
に
な
り
ぬ
る
よ
し
也
内
親
王

の
身

お
も

ひ
の
ほ

 

か
に
入
内
を
し
て
又
そ

の
ほ
ゐ
,あ

る
さ
ま
に
も

な
か
り
け
れ

は
木

に
も
あ
ら

 
す
草

に
も
あ
ら
す

は
し
た
な
る
身
と

よ
み
た
ま

へ
る
也
は
し
た
に
わ
か
身
を

 

か
き
た
る
物
も
あ
り
は
し
も
お

(
2ー
ウ
)
な
し
心
也

世
中

は
い
つ
れ
か
さ
し
て
わ
か
な
ら
ん
ゆ
き
と
ま
る
を
そ
や
と

玉
さ
た
む
る

相
坂

の
嵐

の
か
せ
は
さ
む
け
れ
と
ゆ
く
ゑ
し
ら
ね

は
わ

ひ
つ
x
そ
ぬ
る

風

の
う

へ
に
あ

り
か
さ
た
め
ぬ
ち
り
の
身

は
ゆ
く

ゑ
も
し
ら
す

な
り
ぬ

へ
ら
也

 
此
三
首
奇
は
蝉
丸
か
よ
め
る
を
古
今
に
は
作
者

を
あ
ら
は
さ
す
後
撰

に
は
作

 
者
を
か
け

る
也
と
そ
基
金
吾
申
さ
れ
し
古
今
さ

つ
け
ら
れ
け

る
時

の
物
語

の

 
内
な
れ
は
指
事
な
ら
ね
と
書
付
之

 
長
寄

(
22
オ
)

*
 
 

助

か
く
な
は
に
思

み
た
れ
て
ふ
る
雪

の
け
な
は
け
ぬ

へ
く
お
も

へ
と
も

え
ふ
の
身

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
QO

な
れ
は
猶
や

ま
す

 
金
吾
申
さ
れ
け

る
は
閻

浮
の
身
な
れ
は

:
を
え
ふ
と

か
き

た
る
也
と
そ
侍
け

 
る
閻
浮
と
は
人
界

の
身
な
れ
は
お
も

は
し
と
お
も

へ
と
も
か
な
は
す

と
い
ふ

 

よ
し
也

こ
れ
も

よ
の
つ
ね
な
る
詞

に
も
あ
ら
ね
と

つ
た

へ
た

る
や
う
あ
り
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
ハウ
渉
ノ

 

こ
そ
は
申

さ
れ
け
め
猶
髪
葬
な
れ
と
な
ら
ひ
つ
た

へ
た
る
説
な
れ

は
注
付
之

こ
れ
を
お
も

へ
は
け
た
も
の

Σ
雲

に
ほ
え
け
ん
心
ち
し
て

(
22
ウ
)

 
忠
峰
集

に
は
こ
れ
を
お
も

へ
は
い
に
し

へ
の
く
す
り
け
か
せ

る
な
け
た
も

の

 

エ
 

か
く

て
は
い
ま
す

こ
し
こ
と
は
り
き

こ
ゆ

こ
れ
は
准
南
王
劉
安

か
仙
薬

 
を
服

し
て
仙

に
の
ほ
り
け

る
時
そ
の
く
す

り
を
な
め
た
り
し
鶏
犬
み
な
仙

に

 
な
り
て
雲

の
う

へ
に
ほ
え
た
り
と

い
ふ
事
也

年

の
か
す
さ
へ
や

よ
く
れ
は

 
金
吾
説
と
し
の
か
す
さ

へ
い
や

よ
き
れ
は
と
い
ふ
也

い
よ
く

す
く
れ
は
と

 

い
ふ
也
弥

過
也

と
は
あ
り
し
か
と
猶
お

ほ
つ
か
な
し
と
そ
侍

し

(
23
ナ
)
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旋
頭

寄

 

 

 

*
の
へ
に
ま
イ

春
さ
れ
は
そ

の

…

つ
さ
く
み
れ
と
あ

か
ぬ
花
ま
ひ
な
し

に
た

鼠
な

の
る

へ

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
O
 
O
 
Q
 
O

き

花

の

な

瓦
れ

や

 

花

ま

ひ
な

し

と

は
花

も

い
ひ

な

し

に

た

玉
な

の
る

へ
ぎ

花

の
名

な
れ

や

花

も

 

い
ひ

な

し

に
て

こ
そ

あ

れ

や

す

ら

か

に

い

か

Σ
な

の
ら
む

と

い

へ
る
也

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

*
と
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 な
イ

 

寄

を

か
け

る

や

う
き

み

て

へ
は

を

い

へ
は

也

 

け

な

は
け

ぬ

へ
く

き

え

。
は

 

き

え

ぬ

へ
き

也
物

に
さ

り

け

る

 
物

に
そ

あ

り

け

る
 

か

や
う

に

:

花

も

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

に
イ

 

い
ひ
な

し

を

 
花

ま

ひ

な

し

と

か
け

る

也

(
23

ウ
)

こ
よ

る
き

の

い
そ

た
ち

な

ら

し

い
そ

な

つ
む

め

さ

し

ぬ
ら

す

な

お
き

に
を
れ

浪

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
*
籠
の
様
な
る
物
也

一
説
海
草
な
と
Σ
る
め
の
わ
ら
へ

 

め
さ

し

一
説
あ

ま

の

い
さ

り
す

と

て
物

と

り

い

る

瓦

。
め
を

さ

し

き

り

て
と

 

な
り
 
 
 
 
 
*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ィ
*

 

れ
は
め
さ
し
と

い
ふ

…

也
 
竹
河
寄

に
竹
河

の
は
し
の
つ
め
な
る

・
・

 

・
の
つ
め
な
る
や
花
そ
の
に
我
を
は

エ
な
て
や
わ
れ
を
は
x
な
て
や
め
さ
し

 

た
く

へ
て
め
の
わ
ら
は

へ
と
い
ふ
も
さ
も
あ

り
ぬ
へ
く
や

か
ひ
か
ね
を
さ
や
に
も
み
し
か
け

エ
れ
な
く
よ
こ
ほ
り

ふ
せ
る
さ
や

の
中
山

 
け

二
れ
な
く
と

は
心
な
く

と
い
ふ
也
よ

こ
ほ
り
四
郡

に
ふ
せ
る
と

い
ふ

(
24

 

オ
)
説
あ
れ
と
そ
の
山

さ
や
の
こ
ほ
り
に
あ

り
と

い
へ
は
四
郡
に
あ

ら
さ
る

 

に
や
よ

こ
ほ
り
く
や
る
と
か
き
た
る
本

も
あ

り
く
や
る
も

ふ
せ
る
も
お
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
尻
よ
り
の
ほ
る
也

 
き
詞
と

い
ふ
 
貫

之
日
記

に
 

か
く
て
さ
し
の
ほ
る

に
東

の
方

に
山
の
よ
こ

 

ほ
れ
る
を
み
て
人
に
と

へ
は
や
は
た
の
宮
と

い
ふ
古
今
撰
者
山
の
よ

こ
ほ
れ

 

る
を
み
て
と
か
け
る
よ
こ
ほ
り

ふ
せ
る
と
い
ふ
寄
に
か
な

ふ
へ
く

や

序
詞
之
中

ま
く
ら
詞
春

の
花

に
ほ
ひ
す
く
な
く
し
て

(
24
ウ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
申
さ
れ
き
イ

 
金
吾
説
と
て
ま
く
ら
と
は
わ
れ
ら
と

い
ふ
詞
也
 
而
の
字
を
ま
く
ら
と

い
ふ

 

と
そ
侍
し
老
後
管
見
而
の
字
を
汝
と
は
ふ
み
に
お

ほ
く
よ
め
り
わ
か
身

の
事

 

に
つ
か

へ
る
事
は
見

を
よ
は
す
漢
高
祖
そ
わ

か
身
を
而
公
と
な

の
り
た
ま

へ

 

る
事

・
・
つ
ね

に
あ
れ
は
公
字

つ
玉
き

た
れ
は
こ
れ
に
や
お
も

ひ
よ
そ

ふ
へ

 

か
ら
ん

 

而
字
唐
韻

に
は
乃
也
山豆
也
自
端
之
詞
也
頬
毛
也

 

玉
篇

人
之
切
語
助

也
能
也

又
頬
之
毛
也

物
名
部
 
を

か
た
ま
の
木

(
25
オ
)

 
 
 
 
O
 
Q 
O 
O

 

木
の
名

つ
二
き

に
か
き

な
ら

へ
た
れ
は
う
た
か
ひ
な
き
木

の
名
と
み
ゆ
さ
れ

 

と
ち
か
き
世

に
さ
る
木
あ
り
と

い
ふ
人
な

し
古
寄
と
て

お
く
山

に
た

つ
を
た
ま
き

の
ゆ

ふ
た
す
き

か
け
て
お
も
は
ぬ
時

の
ま
そ
な
き

 
*
か
玉
る
イ
そ
イ
 
 
 
 る
イ

 

こ
の
嵜

ふ
る
く
き

こ
ゆ
も
し
字
ひ
と

つ
を
略
し
て
い

へ
る
に
や
狭

衣
と
い
ふ

 
物
語

に
 
谷

ふ
か
く

た
つ
を
た
ま
木

は
我
な
れ
や
お
も

ふ
お
も
ひ
の
く

ち
て

 
 
 
 
 
 
 
 

*
 
 
前
斎
院
 
 
 
 
*
 
 
 
 
り
イ
た
り
イ

 

や
み
ぬ
る
 

此
物
語
謀
子
内
親
王
宣
旨

つ
く
る
な
る
。
と
き

こ
ゆ
昔
の

女

寄

 
 
 
 
 
 

*
比
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

よ
み
は
み
な

こ
の
才
人
よ
り
は
ふ
る
き
事
も
な
ら
ひ
し
事

な
れ
は
や
う

や
あ

 

り
け

ん

つ
た

へ
ね
は
し
ら
す

(
25
ウ
)

め
と
に
け

つ
り
花

さ
せ
り
け
る

。。。
 
 

 
 

 
 

 
 

 
*

 
著

め
と

玉
い
ふ
物

の
名
也
草
類
也
右
近
馬
場
の
ひ
を
り

の
日
騎
射
の
手
結

に

 

と
ね
り
と
も
の
ま
さ

し
く
褐

を
ひ
き
お
り
て
き

た
る
を
ひ
を
り
と

い
は
む
た

 
 

*
ぎ
こ
ゆ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

か
は
す

・
・
荒
手
結

に
も
お
な
し
す

か
た
な
れ
と
あ
ら
て

つ
か
ひ
は
か
ち
の

 
や
う

に
て
ま
て

つ
か
ひ
を
む
ね
と
し
た
れ
は

こ
の
事
あ
た
り
て
き

こ
ゆ

人
名
 
寵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
た
る

お
ほ
く
う

つ
く

と
い
ひ
け
り
と
か
き

て
説
と
も
き

こ
ゆ
れ
と
金

吾
た
玉
寵
と

よ

ま
れ
け
れ
は
其
説
を
う
け
た
り
さ
る
は
堀

川
右
大
臣
う

つ
く

と

(
26
オ
)

よ
ま

れ
け
り
と
か
き

た
る
物
あ
め
れ
と
金
吾
ま
さ
し
く
ち
ょ
う
と
申

さ
れ
け
り
あ
か

 
 
 
 
*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
O

た
み
に
は
え

い
て
た

エ
し
や

○

  .:



あ
か
た
は
ゐ
な
か
を
い
ふ
な
り
外
官
除
目
を
あ

か
た
め
し
と
い
ふ
こ
の
ゆ

へ
な
り

(
26
ウ
)

 
 
 
 

後

 

撰

ふ
る
雪
の
み
の
し
ろ
衣
う
ち
ぎ

つ
玉
春
き

に
け
り
と

お
と
ろ
か
れ

ぬ
る

 
 

ふ
る
雪

の
み
の
し
ろ
衣
と

つ
x
け
た
る
雪

の
ふ
れ
は
み
の
を
き

る

へ
き

か

 
 

は
り
に
し
ろ
き

う
ち
き
を
き

て
春
き
に
け
り
と
お
と
ろ
か
る
と
よ
め
る
か

 
 

万
葉
集

に
は
み
の
し
ろ
衣

と
い
ふ
事

み
え
さ
る
に
や
此
集

に
み
の
し
ろ
衣

 
 

ぬ
は
す
と
も
ぎ

よ
と
よ
め
る
中
原
宗
興
此
将
の

(
27
オ
)
後

に
よ
め
る
と

 
 

み
ゆ
又
古
.寄
と
て
せ
な
か
た
め
み
の
し
ろ
衣
う

つ
時
そ
空
ゆ
く

か
り
の
ね

 
 

も
ま
か
ひ
け
る
と

い
へ
る
寄

の
さ
ま
も

ふ
る
く

は
み
え
す
遠
人

の
た
め

に

 
 

み
の
し
ろ
衣
と
よ
め
る
に
や
蘇
武
臥
恭
な
と
を
思

へ
る
寄

な
れ

は
上
古

の

 
 

寄
と
は
み
え
す

ぎ
て
み

へ
き
人
も
あ
ら
し
な
我
宿
の
梅

の
は

つ
花

お
り

つ
く
し
て
ん

 
 
き

て
み

へ
き
き
て
み
る

へ
き
と

い
ふ
也

(
27
ウ
)

春
の
池

の
た
ま
も
に
あ

そ
ふ
に
ほ
と
り
の
あ
し
の
い
と
な
き
恋
も
す
る
か
な

 
 

玉
藻

に
遊

に
ほ
と
り
の
あ
し
の
い
と
ま
な
き
と

い
ふ
心
な
り

山
も
り
は
い
は

瓦
い
は
な
む
た
か
さ
こ
の
お
の

へ
の
桜
お
り
て
か
さ
さ
む

 
 
高
砂
播
磨

の
名
所
な
れ
と
す

へ
て
山
を
は
た
か
さ

こ
と
い
ふ
ひ
と

つ
の
説

 
 
也
此
寄
ひ
ら
の
山

に
て
よ
め
る
と

い
ふ
お
の
へ
と
は
お
の
う

へ
と

い
ふ
な

 
 

り

(
28
オ
)

梅
花
ち

る
て
ふ
な

へ
に
春
雨
の
ふ
り
て

つ
玉
な
く
鶯
の

こ
ゑ

 
 
紅

の
ふ
り

い
て
つ
瓦
と
お
ほ
く
よ
め
る
寄
を
は
紅
に
布
を
そ
め
て
ふ
り
い

 
 

て
と

い
ふ
物
を
よ
む
と
釈
す

る
物
あ

な
れ
と
な
に
も
も

の
x
こ
ゑ
し
ら

へ

 
 
あ
け
て
ぎ

こ
ゆ
る
を

ふ
り

い
て
瓦
と

い
ひ
な
ら

へ
る
と
そ
き

こ
ゆ
る
う
ち

 
 

い
つ
る
声
は
す

瓦
虫
な
ら
ね
と
ふ
り

い
つ
る
様

に
き

こ
ゆ
る
ゆ

へ
也

い
も

か
家

の
は
ひ
い
り

に
た
て
る
青

柳
に
今
や
な
く
ら
ん
鶯

の
二
ゑ

(
28
ウ
)

 
 

は
ひ

い
り
に
た
て
る
門

の
い
り
く
ち
を
よ
め
る
な
と
き

こ
ゆ

竹

ち
か
く
よ
と
こ
ね
は
せ
し
鶯

の
な
く
声
き
け
は
あ

さ
ゐ
せ
ら
れ
す

 
 

よ
と

こ
ね

よ
る
ふ
す
と

こ
あ
ら
は
に
き

こ
え
た
り
ふ
る
き
寄

は
た

玉
あ
り

 
 

に
よ
め
れ
は
か
…様
の
事
お
ほ
か
り

時

わ
か
す

ふ
れ
る
雪

か
と

み
る
ま
て
に
か
き

ね
も
た
は
に
さ
け
る
卯

花

 
 

か
き
ね
も
た
は
に
古
今
枝
も
た
は

x
と
よ
め
る

(
29
オ
)

お
な
し
心
な
り

行

か

へ
る
や
そ
う
ち
人

の
た
ま
か
つ
ら
か
け

て
そ
た
の
む
あ

ふ
ひ
て
ふ
名
を

 
 

や
そ
う
ち
人
と
は
八
十
氏
人
と
か
け
り
世

に
あ
る
お
ほ
く

の
人

と
い
ふ
心

 
 

な
り
ふ
る
く
は
か
く

よ
め
る
を
こ
れ

に
つ
き

て
宇
治
川
を
や
そ
う
ち
河
と

 
 

よ
む
と
又

つ
き

て
近
代
宇
治

の
里
人
を
や
そ
う
ち
人
と
よ
め
る
肝
お

ほ
か

 
 

り

(
29
ウ
)

こ
よ
ひ
か
く
な

か
む
る
袖

の
つ
ゆ
け
き

は
月

の
霜
を
や
秋
と
み

つ
ら

ん

 

さ
れ
は
月

の
霜
を
か
き

た
か
へ
た
る
字

の
誤

に
よ
り

て
月
の
笠
と
尺
し
た
る

 
*
は
イ

 

也
僻
事
也
月
照
平
沙
夏
夜
霜
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
あ
せ
 
 
 
 
 
 
*
と
イ

け
ふ
よ
り
は
あ
ま
の
か
は
ら
は
。
な
二
ん
そ
よ
み
に
も
な
く
た

瓦
わ
た
り

な

ん

 
家
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
o
 
 
 
 
 
 
 
*

 
愚
本

に
は
そ

こ
ゐ
と
も
な
く
と
い
ふ
説
を
も
ち
ゐ
き
そ
よ
み
と
そ
れ
は
水

と

 
 
 
 
 

O
o
 
O 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
に
イ
 
 
 
 
 
*

 
も

な
く
わ
た
ら
ん
と

い
ふ
心
と
い
ふ
但

老
後
行
成
大
納

言
筆
を
そ

よ
み
と

か

 

玉
れ
た
れ
は
そ
の
説

に
つ
く

へ
し

秋
く
れ
は
野

も
せ
に
虫

の
を
り
み
た
る

こ
ゑ
の
あ
や
を
は
た
れ

か
き

る
ら
ん

 

*
野
も
せ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 
 
*

 
秋
く
れ
は
野
も

せ
庭
も
せ
水
も
せ
国
も

せ
こ
れ
も
な
野
面

に
満

て
あ

ま

(
30

 

ヒ
ヒ
ヒ
 
 
 
 
 
 
*
声
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
そ
の
声
の

 

オ
)
ね
き
よ
し
の
詞
也
・
の
あ

や
と
は
は
た
を

る
声
の
き

こ
ゆ

れ
は
・綾
を

は

 

た
れ

か
き

る
と
よ
め
る
也
あ

や
と
は
綾
也
あ

や
し
と

い
ふ
心

と
は
な

ら
は
す

山
か
せ
の
ふ
き

の
ま
に
く

も
み
ち
は

エ
こ
の
も

か
の
も
に
ち
り
ぬ

へ
ら
也
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ふ
き

の
ま
に
く

と
は
た

玉
ふ
く
ま

瓦
に
と
い
ふ
お
な
し
心
也
す

へ
て
ま
に

 
く

と
は
随
意
と

か
き

て
ま
に
く

と
よ
む
也
君
か
ま
に
く

神

の

ま

に

 

 

 

*
心
に
ま
か
す
と

 
く

御
。
い
ふ
よ
し
也

こ
の
も
か
の
も
と
は
こ
の
面

か
の
面
也
よ
も

に

ち

る

 

*
つ
く
は
山
に
ご
*
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 
 
こ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 

心

也

。
そ

よ

め

り
と

い

ふ
事

あ
れ

と

い

つ
ら

に
も

あ

る

へ
き

事

也
金

吾

判

・

 

…

玉
て
は

・
・
れ
た
る
を
は

瓦
か
り
て
か
の
門
弟
等
好
読

ひ
く
ら
し
の
声
も

い
と
な
く
き

こ
ゆ
る
は
秋
ゆ

ふ
く
れ
に
な
れ

は

な

り
け

り

(
30
ウ
)

 

い
と
な
く
春
部
玉
藻

に
遊
同
心
な
り

お
ほ
そ
ら
に
わ

か
袖
ひ
と

つ
あ
ら
な
く
に
か
な
し
く

つ
ゆ
や
わ
き

て
を
く
ら
ん

 
此
寄
不
審
な
し
わ
か
そ

て
ひ
つ
と
か
き
た

る
本
を
見

て
袖
ひ
つ
心
を
書

た
る

 
は
イ

 
字

誤
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
と
ふ

あ
ら
れ
ふ
る
み
山
の
里

の
わ

ひ
し
き

は
ぎ

て
た
わ
や
す
く

・
人
そ
な
き

 
た
わ
や
す
く
た
や
す
く
と

い
ふ
詞
を
も
し
を
そ

へ
て
い
へ
る
也

お
も
ひ
河
た
え
す
な
か
る
玉
水

の
あ
わ
の
う
た
か
た
ひ
と
に
あ

は
て
き

え
め
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
 
O 
O 
 
 
O
 
 
O

 
う

た
か
た
と

い
ふ
詞

は
真
名

に
は
寧

な
と

つ
か

へ
る
詞
の
や
う

に
お
も
ひ
よ

 
る
事

か
は
さ
な
く

て
は
い
か
て
か
と

い
ふ
も
し
の
詞
也
そ
れ
を
此

(
3ー
オ
)

 
『
よ
る
事
か
は
さ
な
く

て
は

い
か
て
か
と

い
ふ
も
し

の
詞
』
・
・
寄
ひ
と
つ
を

 
み
て
う
き
た
る
人

に
い
ふ
よ
し
に
う
た
か
た
人
と
六
字

つ
瓦
け
て
よ
め
り
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
O
o
O
 
 
 
 
 
 
*
ヒ
ヤ
ウ

 
い
ふ
説
は
ふ
か
く
見
わ
か
て
し
り
か
ほ
は
か
り
に
の
へ
や
る
謬
説
也
人

に
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
五
イ
 
 
 
 *
ア
ヤ
マ
ル

 
ニ
け
て
は

い
は
す
た

x
四
字

の
詞
也
 
万
葉
集
。
う
く
ひ
す

の
き

な

く

山

ふ

 
*
は
な
れ
そ
に
た
て
る
む
ろ
の
木
う
た
か
た
も
ひ
さ
し
き
と
し
を
す
き
に
け
る
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
ち
ら
イ

き
う
た
か
た
も
き
み
か
手
ふ
れ
ぬ
花
さ
し
め
や
も

源
氏
物
語
 
か
き
た
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
か
に
イ

 
て

の
と
け
き

こ
ろ
の
は
る
瞭点」
め
に
ふ
る
さ
と
人
を

い
と
x
し
の
ふ
や
 
つ
れ

 
く

に
そ

へ
て
も
う
ら
め
し
う
思

い
て
ら
る

N
喜
お
ぽ
ほ
侍
を

い
か
て
か
は

 
き

こ
ゆ

へ
か
ら
ん
と
あ
る
御
返

 

な
か
め
す
る

の
き

の
し
つ
く

に
袖
ぬ
れ
て
う
た
か
た
ひ
と
を

し
の
は
さ
ら

め

 

や

(
3ー
ウ
) 

ほ
と
ふ
る

ほ
と
は
け

に
つ
れ
く

も
ま
さ
り
侍
け
り
あ
な
か

 

し
こ
と
ゐ
や
く

し
く

か
き
な
し
た
ま

へ
り

・
・
父

の
御
返
事
あ

な
か
し
こ

 

と
ゐ
や
く

…

な
さ
む
寄
を
う
た
か
た
人
う
き
た
る
よ
し
な
ら

は
便
な

 
く
そ

ほ

・
・
い
か
て
か
人
を
し
の
は
さ
ら
ん
と

い
ふ
よ
し
の
詞
也
伊
勢
も

 
 
ま
か
る
所
し
ら
せ
す
侍
け
る

こ
ろ
又
あ
ひ
し
り
て
侍
け

る
お
と

こ
の
も
と

 
 
よ
り
日

こ
ろ
た
つ
ね
わ
ひ
て

・
・
せ
に
た
る
と

…

い

へ
り
け
れ
は
そ

 
 

の
返
事

に
よ
め
る
う
た
六
字

を
つ
瓦
け
て
は
心
さ
ら

に
か
な

は
す
四
字

の

 
 
詞
に
て
か
な

ふ
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
そ
イ

ゆ
き
や
ら
ぬ
ゆ
め
ち

に
ま
と
ふ
た
も
と

に
は
あ
ま

つ
そ
ら
な
き

つ
ゆ
や
を
き

け

る

(
32
オ
)

 
夢
の
内
な
れ
は
あ
ま

つ
そ
ら
な
き

つ
ゆ
や
を
く
と
よ
め
り

か
す
か
の
N
と

ふ
ひ
の
Σ
も
り
み
し
物
を
な
き
な
と
い
は
Σ
つ
み
も

こ
そ
す
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
菜
イ

 
と

ふ
ひ
の
エ
も
り
古
今
寄

に
あ
り

あ
ふ
事

は
と
を
山
す
り

の
か
り
衣
き
て
は
か
ひ
な
き

ね
を

の
み
そ
な
く

 
 
 
 
 
 
 
。。
。

 
き

ぬ
な
と

の
す
り

に
は
お
ほ
く
と
を
山
を
す
れ
る
物
な
れ
は
よ
め
る
に
こ
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
と
い
ふ
イ

 

↓
本

に
は
遠
山
鳥
と
あ
り
ね
を

の
み
そ
な
く

。
に

こ
と
よ
れ
る

に
や
す
り
の

 
と
を
山

い
は
れ
あ
る
う

へ
に
大
納

言
の
本

に
と
を
山
す
り
と
あ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
あ
し
つ
」
の

な
に
は
か
た
か
り

つ
む
あ

し
の
よ

の
な
か
に
ひ
と

へ
も
き
み

に
わ
れ
や

へ
た

つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ  ヒ  ヒ  ヒ  ヒ

る

(
32
ウ
)

 
あ
し
つ
N
は
あ
し

の
よ
の
な
か
に
う
す
や
う

の
や
う
な
る
物

也
そ
れ
ほ
と
も

 

へ
た
て
す
と

い
ふ
よ
し
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
な
イ

お
る
か
ら
に
わ
か
へ、噛
は
た
ち
ぬ
を
み
な

へ
し
い
さ
お
な
し
く
は
は
る
く

に
み
む

 

一
説

に
は
花

こ
と

に
み
む
と
あ
り
心
は
お
な
し
心
也

ふ
か
く

の
み
た
の
む
心
は
あ

し
の
ね

の
わ
け
て
も
人
に
あ

は
ん
と
そ
思

一70一



 
あ

し
の
ね
み
た
れ
あ

ひ
た
る
物
を
わ
け
て
も
と
は
思
心

の
あ
な

か
ち
な
れ
は

 
わ
け
た

つ
ね
て
も
と
い
ふ
也

く

れ
は
と
り
あ
や

に
こ
ひ
し
く
あ
り
し
か
は

ふ
た
む
ら
山
も

こ
え
す
な
り

に
き

 
く

れ
は
と
り
は
綾

の
名
也
あ
や

に
こ
ひ
し
く
は
あ

や
に
く

に

こ

ひ

し

(
33

 

オ
)
か
り
し
か
は
と
を
き

み
ち
も
ゆ
か
す
な
り

に
き

と
て
ふ
た
む
ら
を
く
り

 

け
る
綾

に
そ

へ
た
り

誰

と
な
く

か
玉
る
お

ほ
み
に
ふ
か
x
ら
ん
色
を
と
き

は
に
い
か

N
た
の
ま
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
ら
に
あ
は
ぬ
イ

 

お
ほ
み
と

は
新
嘗

祭
卜
合

の
人
は
小
忌
を
き
る
さ
な
き
人
の
例

の
束
帯
し
た

 
 
 
 
 
 

*
オ
ホ
ミ

 

る
を
そ

の
夜
は
大
忌

の
公
卿
と

い
ふ
也

つ
の
く
に
の
な

に
は
た

x
ま
く
お
し
み

こ
そ
す
く
も

た
く
火
の
し
た

に
こ
か
る

れ 
す

く
も
た
く
火
浦
に
す

む
あ
ま
な
と
は
も
く

つ
を
か
き
あ

つ
め
て
た
け
は
し

 

た
に

こ
か
る
と

よ
め
り

わ
か
や
と

N
た
の
む
よ
し
の
に
ぎ
み
も
い
ら
は
お
な
し
か
さ
し
を
さ

し
こ
そ
は

せ
め

(
33
ウ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
な
ん
と
い
ふ
ふ
る
寄
の
心
を
イ

 

た

の
む
よ
し
の
と
は
山
の
ま
に
く

か
く
れ
な
ん
山
の
あ
な
た
に
や
と
も
か

 

な
と

い
ふ
な
る
う
た

の
心
を
世

の
う
け
れ
は
よ
し
の
に
か
く
れ
な
む
と

お
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 
 
 
 
 
ゐ
た
る
イ
*

 

ふ
所

に
き

み
も

い
ら
は
か
さ
し
と
は
山
に
い
る
人
し
は
な
と
か
り
て

マ
ヘ
ニ

 

タ
テ

・
鹿

に
み
え
し
と
か
ま
ふ
る
事
を
お
な

し
か
さ
し
を
も
も
ろ
と
も

に
さ

 

し
て
む
と
よ
め
る
也

ひ
き
ま
ゆ
の
か
く

ふ
た

こ
も
り
せ
ま

ほ
し
み
く

は
こ
き

た
れ
て
な
く
を
み
せ
は
や

 

ふ
た

こ
も
り
は
お
な
し
ま
ゆ
に
か
ひ

こ
の
ふ
た

つ
こ
も

り
た
る
を
い
ふ
桑
を

 

こ
く

に
よ
そ

へ
て
こ
き
た
れ
て
な
く
と
よ
め
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
か

は
ち
す
葉

の
う

へ
は
つ
れ
な
き

う
ら
に
こ
そ
も

の
あ
ら
か
ひ
は
つ
く
と

い
ふ
な

れ

(
34
オ
)

 

此
嵜
を
は
す
な
は
と
か
き

て
そ
れ
を
釈
し
た

る
人
あ
り
家
本

に
は
な
に
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
を
も
ち
ゐ
れ
は
イ

 
 
も
お
ろ
か
に
や
す
き
説

に
つ
き

て
は
ち
す
葉

と
か
き
た
り
蓮

は
池

に
あ
れ
は

 
 
か
ひ
つ
く

へ
き
物
な
ら
す
と
て
は
す
な
は
に
か
ひ
を

つ
く

る
も

い
は
れ
あ
る

 
 
*
か
い
つ
く
は
す
な
は
Σ
う
ら
あ
る
物
に
あ
ら
す
う
へ
は
つ
れ
な
き
う
ら
に
こ
そ
と

 
 

へ
け
れ
と
。
二
句

ま
て
よ
み
す

へ
た
る
寄
を
う
ら
お
も
て

な

き
物

と
い
は
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
N

 
 
こ
と
奇

の
本
意

な
く

や
池

の
蓮

に
も
水

の
中
に
は
か
ひ
に

X
た
る
物
も
あ

り

 
 
う

へ
つ
れ
な
く
う
ら
あ

る
物
や
か
な

ふ

へ
か
ら
ん
大
納
言
も

は
ち
す

は
と
か

 
 
瓦
れ
た
り

 
伊
勢

の
海

の
あ
ま
の
ま
て
か
た

い
と
ま
な
み
な
か
ら

へ
に
け
る
身
を
そ
う
ら
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 

O 
O 
O
O

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

O

 
る

(
34
ウ
)

 
 
此
冴
先
人
命

云
往
年
参
崇
徳
院
之
次
以
女
房
給
草
子

一
帖
被
仰

云
此
抄
物
或

 
 
好
士
称
秘
蔵
物
所
持
也
乍
坐
加

↓
見
即
可
返
上
物
躰
可
然
哉
所
存
如
何
依
仰

 
 
於
御
簾
前
披
見
之
間
不
及
委
細
即
返
上
申

云
古
来
書
出
如
此
物
之
時
錐
先
賢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
候
イ
 
 
 

又
事
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
く
イ

 
 
皆
少

々
事

誤
難
遁
事
歎
此
抄
物
大
概
優
候
但
此
中
伊
勢
の
海

の
あ

ま
の
ま
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
 
 
 
 
 
 
 
 
*
候
*
寄
あ
ま
の
ま
て
か
た
と
存
候
海
辺
に
蛤

 
 
か
た

い
と
ま
な
み
と
云
て
不
勘
付
此
寄
事
如
此

・な
る
を

見

付

て
海

力
等

い

 
 
と
申
物
沙
中
に
候
そ
の
か
た
の
候
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ

 
 
そ
き
て

こ
れ
を
・
取
候
な
る
を
暇

な
し
と
詠
す
る
由
基
俊

申

候
き

と
申
件
抄

 
 
 
 
 
 
 

管
さ
し
イ

 
 
物
其
時
不
知
誰

人
所
進
清
輔
朝

臣
初
出
仕

(
35
オ
)
不
経
幾

程
手
跡
未
見
知

 
 
即
返
上
詑
後
経
多
年
此
抄
号
奥
義
集
進
二
条
院
之
時
ま
て
か
た
の
釈
所
書

加

 
 
也
彼
時
申
旨
和
鹿
者
相
語
作
者
之
間
結
意

趣
書

此
事
云
-
其

始
書

此
抄
物
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
イ
 
 
 
 
此
事
父
京
兆
祖
匠
作
存
知
被
伝
授
老
彼
時
不
可

 
 
時
惣
字
誤
多
キ
後
撰

ヲ
見

て
・
書
僻
事

也
清
輔
朝
臣
於

和

奇

勤
学
博
覧
異
他

 
 
注
未
勘
由
以
往
年
未
勘
後
日
注
出
非
伝
授
之
説
之
由
分
明
也
者
庭
訓
如
此
已
上
イ
本
 
*

 
 
再
躰
又
尤
優

也
然
而
父
卿
疎
遠
若
伝
父
祖
之
説
者
最
初
可
書

出
蒔
沙
之
子
細

 
 
以
後
年
勘
加
非
伝
受
由
分
明
歎
庭
訓
如
此
大
納

言
本

叉
ま
て
分
明
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
彼
ま
く
か
た
月
の
笠
同
事
の
字
誤
也
イ

 
し

つ
は
た
に

へ
つ
る
ほ
と
也
し
ら

い
と
の
た
え

ぬ
る
身
を

は
お
も
は
さ
ら
な
ん

 
 
し

つ
は
た
と
は
み
た
れ

た
る
よ
し
を
い
ふ
也
思

み
た
れ
つ
る

ほ
と
な
り

(
35

本
定

ウ
)
と

い
ふ
也

畢

る
月
を
ま
さ
き
の

つ
な
に
よ
り
か
け
て
あ

か
す
わ
か
る
欠

を

つ
な
か
む

一71一



 
 

ま
さ
き

の
綱
と

は
ま
さ
き

の
か

つ
ら
を
綱

に
な
ひ
て
そ

ま
木
を
ひ
く
な
る
事

 
 

に
そ

へ
た
り
 
老
後
乗
船
之
次
聞
梶
取
男
言
語
あ

の
ま
さ
木

の
綱
く

り
こ
せ

 
 

い
ふ
寄
思
問
之
答
云
山
の
崎

に
舟
を
繋
綱
と
申
也

錐
非
此
寄
事
依
聞
及
注

 
 
之

 
限
な
き

お
も

ひ
の
つ
な
の
な
く
は

こ
そ
ま
さ
き

の
か

つ
ら

よ
り
も
な
や
ま
め

 
 

お
も
ひ
の

つ
な
思
緒
愁
緒
別
緒

心
緒
な
と
い
ふ
事

の
心
歎

「 
 
 
 
 
 

*
な

 
お
き
な
さ
ひ
人
の
と
か
め
そ
か
り
衣
け
ふ
は
か
り
と
そ
た
つ
も
な
く
な
る
(
36
オ
)

 
 
お
き

な
さ
ひ
は
老
て
猶

さ
れ
す
け
る
よ
し
也
七
十

の
中
納
言
猶
た
か
か
ひ
の

 
 
 

…

思
て
よ
ま
れ
た
る
冴
也
た
も
と

に
つ
る
を
ぬ
ひ
た
り

 
ば
ち
す
は
の
は
ひ
に
そ
人

に
思
ら
ん
世

に
は

こ
ひ
ち
の
中

に
お
ひ

つ
瓦

 
 

こ
れ

は
蓮

の
は

ひ
と
い
ふ
物
也

 
あ
け
て
た
に
な
に
x
か
は
せ
む

み
つ
の
江

の
う
ら
し
ま
の
こ
を
思
や
り

つ
瓦

 
 
う
ら
し
ま
の
子
万
葉
集
よ
り
事

ふ
り
た
れ
は
か
鼠
す

 
お
も

ひ
き
や
君
か
衣
を
ぬ
き

か

へ
て
こ
き
紫

の
色
を
き
む
と
は

 
 

こ
き
紫
と
は
三
位
抱
を

い
ふ
也
抱
は

↓
位

よ
り
三
位

ま
て
同
色
四
位
紫

五
位

 
 
 

*
み
と
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
管
五
位
 
 
 
 
 
 
 
 
 *

 
 
緋
六
位

・
六
位
叙
五
位
時
着

五
位
蔵
人
抱
・叙
四
位
時
(
36
ウ
)着
貫
首
砲
四
位

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明

 
 
叙
三
位
時
着
大
臣
抱
也
庶
明
卿
参
議

正
四
位
下
左
大
弁
天
暦
五
年

二
月
任
権

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
近
イ

 
 
中
納
言
叙
従
三
位
干
時
九
条

殿
右
大
臣
右
大
将
抱
を

つ
か
は
し
け
る
寄
也
今

 
 
 
 
 
 
襲
砲

 
 
の
世
に
四
位
。
ひ
と

へ
に
公
卿

に
お
な
し
く

て
き

る
也
ち
か
き
世

ま
て

資

房

 
 
 
 
 
*
叙
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 *

 
 
記
イ

 
 
卿
な
と
も
・
三
位
抱
き
あ
ら
た
め
た
り
と
み
え
た
り
除
名
推

量
不
足
言
事
也

 

い
に
し

へ
も
ち
き
り
て
け
り
な
う
ち
は
ふ
き
と
ひ
た
ち
ぬ

へ
し
あ
ま
の
は
衣

 
 
飛
た
ち
ぬ

へ
し
と
は
任
納
言
悦
喜
自
愛
の
よ
し
也

さ
せ
る
子
細
な
き
こ
と
を

 
 

不
得
心
し
て
其
事
と
な
き
除
名
人
な
と
疑
た
る
い
た
つ
ら
事
也
河
社
に
そ
ら
事
お
ひ
た
る
躰
也

 
み
こ
し
を

か
い
く
そ
の
世

≧
に
年

を

へ
て
け

ふ
の
み
ゆ
き
を
ま

ち

て
み
つ
ら
ん

 
 
北
野

に
み

こ
し
を
か
と

い
ふ
岡
あ
り
け

り
 
延
喜
十
七
年
閏

(
37
ナ
)
十
月

 
 
十
七
日
行
幸
北
野
干
時
枇
杷
大
臣
中
納
言
春
宮

大
夫
左
兵
衛
督

又
字
誤

に
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
愚
痴
の

 

こ
し
を
か
に
て
を

み
こ
し
を
か
き
て
と
か
き

た
る
に
。
不
審

を
な
す

は

そ

の

 
事
と
な
き
事

也
こ
の
こ
ろ
の
お
さ
な
き

人
神
社
行
幸

に
き

瓦
な
ら
ひ
て
北
野

 
大
原
野
を
神
社

の
ゆ

へ
と
思
は
ひ
か
事
也
む
か
し
は
た
か

玉
り
御
覧

せ
む

た

 

め
に
野

の
行
幸
あ
る
也
延
喜
御
時
き
た
の
に
も
大
原
野

に
も
行
幸
あ

る
也

う

つ
ろ
は
ぬ
心
の
ふ
か
く
有
け
れ
は
こ
瓦
ら
ち
る
花

は
る

に
あ

へ
る

こ
と

 

*
御

 
此
。
寄
た
れ
も
心
え
わ
き
た
る
人
な
き

に
や

こ
瓦
ら
ち
る
花
世

人
の
(
37
ウ
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
う

 
も

の
い
ひ
な
と
み
た
れ
た
り
と
に
や
又
う

つ
は
て
の
と
か
に
春

に
あ

へ
り
と

 

に
や
心
え
す

な
を
き
木

に
ま
か
れ
る
枝

も
あ

る
物

を
け
を
ふ
き

瓦
す
を
い
ふ
か
わ

り
な
さ

 
 
高
津

の
み

こ
の
述
懐
吹
毛
求
疵
之
由
也

今

こ
ん
と

い
ひ
し
は
か
り
を
命

に
て
ま

つ
に
け

ぬ

へ
し
さ
く

さ
め
の
と
し

 
 
さ
く
さ
め
の
刀
自
諸

人

一
同
説
し
う
と
め
の
な
の
よ
し
金
吾
も
被
申
け
れ

 
 
は
さ
て
こ
そ

は
あ
ら
め
但
讃
岐
入
道
顕
綱
朝
臣
説
と
て

つ
た

へ

(
38
オ
)

 
 
た
る
異
説
也

 
 
さ
く
さ
め
の
年
と

い
ふ
早
蕨
早
苗
の
早
字
わ

か
草
は

つ
草

の
草
未
通
女

た

 
 
を
や
め
は

つ
せ
め
か
う
ち
め
の
め
わ
か
草

め
の
年

に
て
待

に
き

え
ぬ

へ
し

 
 
と
よ
め
る
か
し
う
と
め
平
懐

の
事
な
ら
は
詞

に
あ
と
う
か
た
り
の
心
を
と

 
 
り
て
か
く

へ
し
と
お
ほ
え
す
す

こ
し

つ
ね
に
な
き
事

な
れ

は
や
あ

と
う

か

 
 
た
り
と
は
い
ふ

へ
き
あ

と
う

か
た

(
38
ウ
)
り
と
は
な
ぞ
く

か
た
り
と

 
 

い
ふ
事

か
拾
遺

に
は
な
ぞ
く

か
た
り
と
か
き
た
り

そ
む
か
れ
ぬ
松

の
ち
と
せ
の
程

よ
り
も
と
も
く

と
た
に
し
た
は
れ
そ

せ
し

 
 
と
も
く

は
と
も

に
く

と

い
ふ
心
か
古
今
寄

に
も
あ

り
そ
む

か
れ

ぬ
と

 
 

い
ふ
心
も

お
ほ
つ
か
な
し
此
寄
中
く

に
難
義
と
も

い
は
ね
と
師
説
も
な

 

 

し

了

見
も

を

よ
は

す

(
39

オ
)
 

(
39

ウ

)

 

『
物

い

ひ
な

と

み

た
れ

た

り

に

や

又
う

つ
ろ

ば

て

・

・
か

に

は

る

に
あ

へ
り

[72「



 

と
に
や
心
え
す
』

此
集

の
作
者
お
ほ
つ
ふ
ね
清
輔
朝
臣
の
本

に
は
お

ほ
つ
少
将

と
か
き

た
り
家
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
を
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

に
は
お
ほ
つ
ふ
ね
也
敦
忠
中
納
言

の

・
嬢
中
納
言
お
さ
な
く

て
よ
ひ
つ
け
ら
れ

た
り
け
る
名
を
や
か
て
か
く

か
き
た
り
と
い
ふ
も
ま

こ
と
に
む
け

に
う
ち
と
け

事
也
名
な
く
は
棟
梁
か
む
す

め
と
も
か
く

へ
け
れ
と
 
勅
撰
作
者

に
か
く

て
の

せ
た
れ
は
よ
く
さ
た
ま
り
に
け
る
名

と
き

こ
ゆ
大
納

言
の
本

に
も
お
ほ

つ
ふ
ね

と
あ

り
 
宮
少
将

こ
れ
を
家
本

に
は
藤
原
敦
敏
と
か
き

て
少
将

(
40
オ
)
敦
敏

寄

と
被
申
き
佐
国
目
録

に
も
宮
少
将

と
か
き
た
り
し
僻
事
と
み
し
か
と
大
納
言

 
 
 
 
宮
少
将
と
あ
れ
は
こ
れ
に
こ
そ
つ
か
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

本

に
も

『
か
く

か
瓦
れ
た
れ
は
た

二
ふ
る
か
ら
む
説

に
こ
そ

つ
か
め
』
す

へ
て

 
 
本
ノ
マ
・ 

著

此
集
詞
も
作
者
も
お
ほ
や
け

こ
と

二
も

み
え
す
最
初

の
草
案
と
み
ゆ

る
い
か
な

り
け
る
事
に
か
 

大
納
言
筆
に
随
事
謙
徳
公
蔵
人
少
将
之
時
集

え
ら
ふ
事
を
奉

行

の
人
な
れ
は
彼
家

≧
嫡
文
書

つ
た

へ
ら
れ
た
れ
は
定
て
証
本

と
信
仰
す

拾

遺

(
40
ウ
)

う
ち
き

ら
し
雪
は
ふ
り

つ
瓦
し
か
す
か

に
わ
か
家

の
そ

の
に
う
く

ひ
す
そ
な
く

 
う

ち

き

ら
し
と
は
そ
ら
の
か
き
く
ら
す
を
い
ふ
し
か
す
か
は
さ
す

か
に
と

 

い
ふ
お
な
し
詞
也
棚
霧
合
 
天
霧
之

・
同
心
也

春

の
野

に
あ
さ
る
き

瓦
す
の

つ
ま
こ
ひ

に
を
の
か
あ
り
か
を
人

に
し
れ

つ
玉

 
あ
さ
る
と
は
草

の
中
な
と
に
物
を
も
と
む
る
心
也
し
れ

つ
瓦
し
ら
れ

っ
玉
也

さ
く
ら
か
り
雨
は
ふ
り
き

ぬ
お
な

し
く
は
ぬ
る
と
も
花

の
か
け

に
か
く
れ
ん

 
さ
く
ら
か
り
さ
ま
く

の
説
き

こ
ゆ
さ
と
く
ら

か
り
あ

と
く
ら

か
り
さ
く
ら

 
か
も
と

へ
ゆ
き
な
と
を
の
く

か
き
た
れ
と
愚
説
た

x
物
を
も
と
め
た

つ
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
葺

 
る
を
は
む
ら
さ
き

か
り
た
け

か
り
と
も

い
ふ
花
を
た

つ
ぬ
る
に

て

侍

へ

し

 

(
4ー
オ
)

秋
た
ち
て
い
く
か
も
あ
ら
ぬ
二

こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け

の
風

は
た
も
と
す

Σ
し
も

 

あ
さ
け
と

い
ふ
事

ふ
た

つ
あ
り
ひ
と

つ
は
あ
さ
け
ゆ

ふ
け
と

て
朝

夕

の
食
事

 

を

い
ふ
こ
れ
は
あ

さ
あ
け

の
風
也
と
ふ
る
く

よ
り

い

へ
る
を
あ

さ
あ
け
と
か

 

き
て
五
文
字
七
文
字

に
こ
の
あ
文
字

を
く

は

へ
よ
む
事

は
ち
か
く

よ
り
そ
き

 

こ
ゆ
る
万
葉
集

に
は
を

の
つ
か
ら
あ

れ
と
三
代
集

に
は
み
え
す
万
葉
集

に
も

 

郭
公
け
さ

の
あ

さ
け

に
な
き

つ
る
は
き
み
き

く
ら
ん
か
あ
さ

い
や
す
ら
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 そ
イ

 

け
さ
の
あ
さ
け
か
り
か
ね
さ
む
く
き
く
な

へ
に
の

へ
の
あ
さ
ち
は

い
う

つ
き

 
 

る
イ
*
け
さ
の
あ
さ
け
雁
か
ね
な
ぎ
つ
か
す
か
山
も
み
ち
に
け
ら
し
我
心
い
た
し

 

に
け

り
 

こ
の

こ
ろ

の
あ
さ
け
に
き

け
は
あ
し
ひ
き

の
山
を
と

よ
ま
し
さ
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
わ
か
せ
こ
か
あ
さ
け
の
す
か
た
よ
く
み
す
て
古
寄
か
く
よ
め
る
を

 

し
か
そ
な
く
(
4ー
ウ
)
 
う
ち
ま
か
せ
て
は
あ
さ
け
と
か
く

へ
き

に
や

あ
さ
あ
け
の
と
五
文
字
に
よ
ま
ん
こ
と
い
か
Σ

ふ
し

っ
け
し
よ
と
の
わ
た
り
を
け

さ
み
れ
は
と
け
む
こ
も
な
く
こ
ほ
り
し
に
け
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
う
ち
ま
か
せ
た
る

 

と
け
む

こ
も
な
く
は
期
も
な
く

と
い

へ
り
期

・
う
た
の
詞

に
あ
ら
ね

と

か
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

*
十

 

う
に
つ
か
ふ
事
も
あ
め
り
同
集

・五

に
も
え
は
て

Σ
灰
と
な
り
な

ん
時

に
こ

 

そ
人
を
お
も
ひ
の
や
ま
む

こ
に
せ
め
 
役
の
字

を
も
焼

に
よ
そ

へ
て
あ
ま
た

 

よ
め
る

に
や

あ
し
ひ
き

の
山
ち
も
し
ら
す
し
ら

か
し

の
枝
に
も
葉

に
も
雪

の
ふ
れ

玉
は

 

至
愚
説

に
は
た
x
山
を
は
あ

し
ひ
き
そ
ら
を
は
ひ
さ
か
た
と
よ
む
と
は
か
り

 

に
て
凶
日
来
足
を
引
膝
の
形
な
と
い
ふ
事

は
し
ら
す

(
42
オ
)
枝

に
も
葉

に

 
も
雪

ふ
れ
は
山
ち
も
し
ら
す

と
は
よ
め
る
也

そ
の
本
う

へ
の
事

し
ら
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
 
 
 
 
 
 
*
本

物
名
部
 
か
く

し
た
る
物

の
名
も
寄

の
さ
ま
も

み
く
る

し
け
な
る
事

寄
の
さ
ま

 

お
ほ
か
る

 

 

 
*
れ

ら

る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
、
.一
、.
ヒ

 

お
ほ
か
り
も
と

め
い
た
る
る
ま

し
く
や

 
け

に
こ
し

わ
す
れ

に
し
人

の
さ
ら

に
も
ま
た
る

二
か
む
け

に
こ
し
と
は
思

も
の
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*
 
み
く
る
し
き
事
と
も
あ
れ
は

 
無
下
に
と
い
ふ
詞
寄
に
よ
ま
ね
と
隠
題

の
な
ら

ひ
な
れ
は
。
た

玉
の
訂

に

は

 

よ
む

へ
か
ら
す
月

の
き

ぬ
の
う
た
に
は
よ
む

へ
か
ら
す

ひ
さ
か
た
の
月

の
き

ぬ
を
は
き
た
れ
と
も
ひ
か
り
は
そ
は
ぬ
わ
か
身

な
り
け

り

(
42
ウ
)
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此
再
お
ほ
か
た
え
心
え
す

鹿
皮
の
む

か
は
き

か
の
か
は
の
む
か
は
き
す
き

て
ふ
か
&
ら
は
わ
た
ら

て
た

x
に
帰
は
か
り
そ

 
 
 
 

*
脂
の
む
か
ひ
す
ね
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*

 
む
か
は
き
と
は
。
几
人
の
む

か
ひ
す
ね
と
い
ふ
事
を
よ
め
る
に
や
此
寄
と
も
す
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
不
尋
常

 
午
未
申
酉
戌
亥

む

ま
れ
よ
り
ひ
つ
し
つ
く
れ
は
山
に
さ
る
ひ
と
も
い
ぬ
る

に
人
ゐ
て
い
ま
せ

 

*
寄

 
此
。
第
二
句
さ
ら
に
よ
み
と
か
す
も
し
櫃
し
造
れ

は
と

に
や

つ
x
き

て

も

き

 

こ
え
す

か
の
を
か
に
萩
か
る
を

の
こ
な
は
を
な
み
ね
る
や
ね

り
そ

の
く
た

け

て

そ

思

(
43
オ
)

 
ね
る
や
ね
り
そ
と
は
な

に
を
申
す

に
か
と
た

つ
ね
申
し
か
は
か
く
問

は
さ
る

 
時

よ
ま
む
と
思
ふ
か
と

瓦
か
め
ら
れ
侍
き
萩

か
る
物

の
ゆ

ふ
へ
き
縄

の
な
け

 
れ
は
か
れ
た
る
枝
を
ね
ち
よ
り
て
ゆ
は
む
と
す
る
よ
し

か
こ
の
将
ま
ね

ひ
よ

 
む

へ
か
ら
す
と
そ
侍
し

 
 
 

*
本
集
い
こ
し
て

い
に
し
年
ね
こ
し
て
う

へ
し
わ
か
や
と

の
わ
か
木

の
梅

は
花
さ
き

に
け
り

 

ね
こ
し
て
う

へ
し
ほ
り
う

へ
た
る
よ
し
と
そ

い
ふ
め
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

* 
 
ら
イ

か
の
み
ゆ
る
池
辺

に
た
て
る
そ
か
き
く

の
し
け
み
さ
え
た
の
い
ろ

の
て

こ
え
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。
。。

 
此
将
家

≧
の
釈
お
な
し
く
承
和
菊
黄
菊

ひ
と
も
と
き
く
な
と
く

は
し
く

か
き

 

た
め
り
そ
も
く

大
宝

よ
り

こ
の
か
た
聖
代
治
世

に
(
43
ウ
)
こ
の
み
た
ま

へ

 

る
物
お
ほ
か
れ
と
な
と
天
平
延
暦
弘
仁
と

い
ふ
物

は
な
く

て
く
た
れ
る
世

の

 
承
和
し
も
菊

の
名

に
は
つ
き
け
る
に
か
不
審
あ
る

へ
く

や
万
葉
集

に
そ
か
と

 

つ
か

へ
る
詞

お
な
し
心
お
ほ
く
み
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

 

そ
か
の
む
ら
と
り
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る
竹
そ

か
な
と
す

へ
て
を

ひ
す

か
ひ
な
る

 

こ
と
を
そ
か
と

い
へ
り
か
の
み
ゆ
る
と
い

へ
る

に
池
の
む
か
ひ
と
き

こ
ゆ
堤

 

に
う

へ
た
る
す
か
ひ
菊

の
い
ろ

の
て
り
こ
く
み
ゆ
る
と
あ
ら

は
に
き

こ
ゆ
る

 

い
か

x
 

し
か
み
と
か
な
な
し
た
り
と
も

心
ば
お
な
し

こ
と

に
や

ふ
る
き

う

 
た

に
も

こ
と
は
に
も
貫
之
を
は
し
め
て
よ
み
あ
(
44
オ
)
つ
め
た
る

よ
る

へ

噛

 

・
の
源
氏

の
巻

こ
と
に
つ
か

へ
る
詞
を
た
に
か
た
は
ら
を
は
み
す
瓶

の
水
帯

 

の
か

こ
な
と

い
ひ
な
さ
る
れ
は
承
和
も

い
か

x
侍
ら

ん

我

の
み
や
こ
も
た
る
て

へ
は
た

か
さ

こ
の
お
の

へ
に
た
て
る
松

は
こ
も
た
り

 
此
紆
さ
ら
に
心
え
す
人

に
も
と
は
す
も

し
お
の
へ
の
松
の
あ

た
り
に
小
松
の

 
お

い
た
る
心

に
や

往
年
治
承
之
比
古
今
後
撰
両
集
受
庭
訓
之

口
伝
年
序

已
久
錐
恐
忽
忘
先
達

古
賢
之
所
注
後
代
之
所
見

(
44
ウ
)
猶
非
其
失
況
依
恥
管
見
謬
説
故
不
載

紙
筆
今
迫
毫
及
之
期
顧
余
喘
之
尽
至
干
愚
老
之
没
後
為
散
遺
訓
之
蒙
昧
最

要
密

≧
所
染
筆
也
更
莫
令
他
見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権
中
納
言
定
家
卿

(別
筆
添
紙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
部
尚
書
判

(
45
オ
)

 
 

万

葉

六

玉
し
き
て
ま
た
ま

し
よ
り
は
竹
そ

か
に
き

た
る

こ
よ
ひ
し
た
の
も
く
お
も

ほ
ゆ

十
四

つ
く

は
ね

に
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る
あ

し
ほ
山
あ
し
か
る
と

か
も
さ
ね
み
え
な
く

に

十
七

朝

日
さ
し
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る

十
九

こ
&
に
し
て
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る

二
十

み

こ
と
か
し

こ
み
お
ほ
の
う
ら
を
そ

か
ひ
に
見

つ
玉
み
や
こ

へ
の

こ
る

追
注
付
三
代
集
無
之

か
は
や
し
ろ

 
 
 
 
 
頭
中
将
資
盛
朝
臣
紆
合

亡
父
所
詠
寄

 
 
 
 
 
題
五
月
雨

 

一
番

(
45

ウ

)
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左

 

 

 

 

 

 

 
左
大
将

五
月
雨

に
む

つ
た
の
よ
と
の
か
は
柳

う
れ

こ
す
な
み
や
た
き

の
し
ら
い
と

 
 
右
 

 

 

 

入
道

測

さ
み
た
れ

は
雲
ま
も
な
き
を
か
は
や
し
ろ
い
か
に
衣
を
し
の
に
ほ
す
ら
む

 
 
判

入
道

右
研

こ
の
河
社

の
事
人
た
し
か
に
申
さ
さ
る
こ
と
な
る

へ
し
或

は
夏
神
楽
と
云

事

也
と
も
申

た
め
る
を
此
寄
に
と
り
て
は
夏
神

と
は
み
え
す
但

こ
れ
愚
老
所
詠

に
侍
け
り
定
て

(
46
オ
)
ひ
か

こ
と

に
も
侍
ら
む
又
お
も
ふ
所
あ

る
に
も
や
侍

ら
む
た
と

ひ
こ
の
事

い
か
に
て
も
河
柳
舟
か

つ
に
侍

へ
し

左
大
将
家
六
百
番
再
合

 
題

寄
衣
恋

 
 
左
 

 

 
 

 

 
 

顕
昭

恋

こ
ろ
も

い
つ
か
ひ
る

へ
き
河
や
し
ろ
し
る
し
も
浪
に

い
と

鼠
し

ほ
れ
て

 
 
右

 
 

 

 
 

 
 

家
隆

い
か
て
猶

よ
は
の
衣
を
か

へ
し
て
も
か
さ
ね
し
程

の
夢
を

た
に
み
む

 
 
右
方
申

云
し
の
に
お
り
は

へ
と
い
ふ
本
寄

い
か
に
了
見
し
て
よ
み
た
る
に

 
 

か
陳
云

こ
れ
は
夏
か
く

ら
と

い
ふ
事
な
り

(
46
ウ
)
そ

の
か
く

ら
に
は
き

 
 

よ
き
川

に
さ
か
木
を
た
て
し

の
を
棚

に
か
き
て
神
供
を
そ
な
ふ
是
を
河
社

 
 
と

い
ふ
な
り
夏
か
く

ら
の
譜
に
み
え
た
り
件
神
楽
祈
疇

の
た
め
に
す
る
事

 
 
也
さ
れ
は
な
き
事
お
い
て
し
け
る
を

ぬ
れ
き

ぬ
の
心

に
よ
め
る
に
や
そ
れ

 
 
を
恋
衣
の
ひ
ぬ
に
思
よ
せ
た
る
な
り
左
申

云
右
方
無
指
事

 
判
入
道

左
恋
衣
を
河
社
に
よ
せ
て
よ
め
り
お
ほ

つ
か
な
く
み
え
侍
程

に
左
右
難
陳

の
詞

こ
そ
め
つ
ら
し
く
み
え
侍
め
れ
此
事

の
本
紆
二
首
は
と
も

に
貫

之
集

よ
り
い
て

た
り

(
47
オ
)

 

云

 
 
河
社
し
の
に
お
り
は

へ
ほ
す
衣

い
か
に
ほ
せ
は
か
な
ぬ
か
ひ
さ
ら
む

 

又
云

 
 
ゆ
く
水
の
う

へ
に
い
は

へ
る
河
社

か
は
な

み
た
か
く
あ
そ

ふ
な

る
か
な

こ
れ
は
天
暦
御
時
御
扉
風
月
次

の
寄
也
し
か
る
を
俊
頼
朝
臣

か
き

た
る
物

に
は

此
河
社

の
事

し
れ
る
人
な
し
た
玉
を
し
は
か
り
な
る

へ
し
人
の
申

は
水

の
う

へ

に
社

を
い
は
ひ
て
夏
は
か
く

ら
を
す
る
な
り
つ
き

の
寄
に
て
は
さ
も
心

え
つ

へ

し
始
の
寄

は
神
楽

の
よ
し
も
い
は
す
お
も
ひ
か
け

ぬ
衣
を
ほ
し
て
ひ
さ
し
く

ひ

ぬ
よ
し
を
い
へ
り
か
く
ら
に
は
か
な
は
す

と
か
き
て
侍
め
り
 
又
此
事

か
く
ら

っ
た

へ
た
る
家
の
人

に
尋
侍
し
も
夏
か
く

ら
と
い
ふ
事
あ

る
よ
し
申

つ
た

へ
た

る

へ
し
さ
れ
と
譜

な
と
分
明

に
み
え

(
47
ウ
)
た
る
事

な
し
と
そ
答

し
侍
し
又

俊
頼
も
箏
簗

ふ
き
な
り
神
楽

の
事
さ
た
め
て
し
り
て
侍
け

ん
を
其
比
ま

て
は
ま

つ
し
れ
る
人

な
し
と
書

て
侍

め
る
を
こ
の
陳
状

に
は
夏

か
く
ら

の
譜

に
み
え
た

り
と
申
ぎ

り
て
侍
め
り
尤
其
証
拠
勘
申

へ
き
事
也
も
し
以
今
案

申
さ
は
道

の
た

め
極

て
可
有
恐
事
也
但
聯
了
見
仕
た
る
事

の
侍
は
此
申
状

に
已
勿
論

に
侍

へ
し

先
河
社
を

x
し
て
夏
神
楽
と

い
ふ
事
夏
も
神
楽
を
せ
ん
事

か
た
か
る

へ
か
ら
す

但
河
社

の
ま

へ
に
て
夏
神
楽
を
し
け

る
な
る

へ
し
彼
河
社
し
の

に
と

い

へ
る
は

し
け
く
常
な
と

い
へ
る
ふ
る
き

詞
な
り
万
葉
集
な
と
に
も

よ
み

つ
か
ひ
て
侍
め

り
(
48
オ
)
お
り
は

へ
と
い
ふ
又
お
な
し
事
也

ほ
す
衣

な
ぬ
か
ひ
す
と

い

へ
る
は

ひ
さ
し
く
ひ
ぬ
こ
と
を
い
は
む
た
め
な
ぬ
か
と
も
八
日
と
も
云
又
寄

の
な
ら

ひ

な
り
衣
と
い
ふ
は
ま
こ
と
の
衣
に
は
あ
ら
す
き
ぬ
を
ほ
し
た
る

に
瓦
た
る
事

を

い

へ
る
な
り

い
は
ゆ
る
龍
門

の
た
き
を
伊
勢
か
な
に
山

ひ
め
の
布
さ
ら
す
ら
ん

と

い
ひ
布
引

の
た
き

な
と
い
ふ
様

な
る
事
也
し
か
る
を
今
夏
神
楽

の
ふ
と

い
へ

る

は
か

つ
は
俊
頼
朝
巨

の
か
ぎ

た
る
お
も
む
き

に
も

つ
き

叉
し

の
と

い
ふ
詞

に

つ
き
て
篠

を
棚

に
か
き

て
神
供
を
弁
備
す

る
な
り
と

い
ひ
衣

は
ぬ
れ
き

ぬ
の
心

な
り
な
と
い

へ
り
ま

こ
と
に
め

つ
ら
し
く

い
つ
れ
の
神
楽

の
家

よ
り

つ
た

へ
た
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る
に
か
侍
ら
む

(
48
ウ
)
定
其
証
拠
た
し
か
に
侍
ら
ん
尤
め
し
御
覧
あ

る

へ
き

事
な
る

へ
し
倶
今
恋
衣
を
河
社

に
い
の
る
よ
し
を
始

て
よ
み
て
し
る
し
も
浪
に

と
詠
せ
る
こ
そ
遺
恨

に
侍
め
れ
右
嵜

は
よ
は
の

こ
ろ
も
を
返
し
て
も
と

い
へ
る

う
ち
ま
か
せ
た
る
事
也
楚
な
る
証
拠
を
う
け
た
ま
は
ら
さ
ら
ん
程

は
以
右
勝

と

す

へ
し
諸
社

に
百
首
寄

よ
み
て
た
て
ま

つ
り
し
時
五
月
雨
寄
賀
茂
社
五
月
雨

は

い
は
な
み
あ
ら
ふ
き

ふ
ね
か
は
河
社
と
は

こ
れ
に
そ
有
け
る
庭
訓
密

≧
に
被
申

合
し
は
河
社
罵
の
い
は
せ
に
お
ち
た
き

つ
を
と
た
か
く
し
ら
浪
み
な
ぎ

り
て
鼓

な
と
の
様

に
き

こ
ゆ
る
所

を
河
社
と

い
ふ
な
り

(
49

オ
)

 
 

江
帥
匡
房
卿

河
社
秋
を
あ
す
そ
と
お
も

へ
は
や
浪
の
し
め
ゆ
ふ
風

の
す

瓦
し
ぎ

 
 

と

い
へ
る
此

こ
N
う
な
う

彼
貫
之
集

二
首
も
此
心
さ
ら

に
た
か
は
す
や

此
事
作
本
文
の
不
善

の
物
共

に
心
つ
け
て
よ
し
な
か
る

へ
し

き
か
す

ま
し
き
よ
し
被
秘
申

し
こ
と
な
り
更

不
可

臼
外

か
ひ
や
か
し
た
の
か
は

つ

此
{畢
悉
{見
馬ハ
百
}番
奮可
ム
澱

郭
公
嵜
二
四
八
の
事

亡
父
説
此
再
在
万
葉
集

之
由
錐
有
説
已
以
無
実
也
所
詮

(
49
ウ
)
無
証
拠
寄

也

不
可
用
中
古
之
虚
言
作
出
事
歎
一で

佐
年
治
承
之
比
古
今
後
撰
両
集
受
庭
訓
之

口
伝
年
序

已
久
忽
難
恐
忘
先
達
古
賢

所
注
猶
非
無
其
失
況
依
恥
管
見
謬
説
故
不
載
紙
筆
今
迫
毫
及

之
期
顧
余
喘
之
尽

至
ヂ

愚
老
之
没
後
為
散
遺
孤
之
蒙
昧
抽
最
要

密

≧
所
染
筆
也
莫
令
絶
見

此
草
注
付
之
後
拾
遺
梢
公
一
人
之
外
更
不
令
外
見
至
予
嘉
漬
四
年
恭
依
承
旧
好

之
 
繍
言
遙
付
響
北
之
雁
足

本
奥
書
云

 
貞

治
三
年
三
月
十
八
貝
書
写
之

鶴
首
武
衛
藤
在
覇

此
本
不
足
之
所
在

之
間
申
出
室
町
殿
御
本
書
撫
之
畢

 
宝
徳
元
年
十
月
九

n口

(
50
ウ
)

 
 
校
異

購
、
校
異

に
は
以
下

の
本
文

を
用

い
た
。

 

1
、
1
丁
ウ
～
45
丁
オ
は
高
松
宮
蔵
有
栖
斑
宮
潟
蔵
本
。
困
文
学
研
究
資
料

 
館

の
紙
焼
写
真

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

 
2
、
 
「
か
は
や
し
ろ
」
の
部
分

に
つ
い
て
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
定
家
筆
本
室

 
町
期
模
写
本

。
久
保
照
淳
氏

『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
所
載

の

「
か
は
や
し

 
ろ
し
翻
刻
を
利
溺
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

二
、
校
異

に
当

っ
て
は
凡
例
に
示
し
た
以
外
に
、
以
下
の
方
針

を
と

っ
た
。

 
i
、
各
伝
本
間

に
お
け
る
漢
字
と
仮
名

の
相
違
、
 
「
む
」
と

「
ん
」
等

の
表

 
記

の
相
違
は
、

こ
れ
を
省
略

し
た
。

 
2
、
校

異
は
宝
徳
元
年
本

の
*
部
分
を
上
部

に
示
し
、
下
部

に
校
異
本
文

を

掲
出

し
た
。
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嘉
禄
二
年

八
月

 
 
戸
部
尚
書
在
判

(
50
オ
)

ー

ウ

2

オ

こ
の
み
ー

こ
の
み
よ
み
 
見
え
む
ー

み
ら
む
 
こ
ろ
;

こ
ろ
も

よ
ま
さ
さ
ら
ん
ー

よ
ま
さ
ら
ん
 
も
ち
ゐ
…
も
ち
ゐ
る
 

あ
ヘ
ー

(
本



 

行

)
 

も

ち

ゐ
ー

も

ち

ゐ

る

2

ウ
 

い
ふ
ー

い

ふ
也

一
説
ー

又

一
説

『
せ

と

も
ー

『
せ
と

 
と
り
ー

(右

傍

)

3

オ
 

き

こ
え

ぬ

に

や
ー

き

こ
え

ぬ

に

や
 

な

と

も
ー

な

と

に
も

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ヒ

ヒ

ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本

3

ウ
 

と
め
て
お
り
っ
る
と
は
ー

と

め

て

お
り

つ
る
と

は
 

 
『
を

心

え

て

を

し
て

い

 

ふ

也
』

ー

(
消

去
符

号

ナ

シ
) 

と
ー

と
そ

65544
オ ウ オ ウ オ

 

 
な
ら
ー

ナ
シ

7
オ

7
ウ

8
オ

 
時
物

の

8
ウ

9
オ

 
り
て
は
ー

(左
傍
)

 
ふ

へ
し
』

12 12 11 !0 10

ウ オ ウ ウ オ

た
に
も
ー

た
に

 
う

へ
ロ
ー
う

へ
に

 
 

事

事
ー

心
 
あ

り
な

ん
ー

あ
り
な
は

 
 

ヒ
 
 
 
 
 
 
を
見
 
け

本
を
見

つ
け

て
1

本

に
つ
き

て
 
本
i
手

 
な
る
は
ー
な
ら
は

か
く
つ
ー

か
く
す

な
か
む
ー
な

か
る

と
も
ー
と
も
と

い

:

は
ー

む
か
し
は
 
あ
り

・
…

心
は
ー
あ

り
そ
れ
も

心
は

 

 

 

 
と

こ
そ
ー

と

て

こ
そ
 

み

ち

つ
れ

し

た

る
ー

う

ち

つ
れ
た

る

さ

ひ

し
き
ー

こ
ひ

し
き

 

さ

と

x
l

さ
と

に

し

な

し
き
ー

し

な

玉
き

わ

か
ぬ
ー

わ

か
ね

 

い

へ
り
ー

と

い

へ
り

又

二
首

奇

な

と

い

ふ
ー

(右

傍

)
又
二
首
餅
な
と
(
本
行

)
と

い

ふ

時

・
・の
ー

 

 

 

 
 

 

く
ま
な

 

 
く

ま
な

き
ー

あ

か
き

 

こ

の
鳥

ー

(
右

傍

)

 

 

 

 
 

 

 

ヒ  ヒ

お
と

ヘ
ー

お
と

ろ

へ

よ

し
ー

よ
し

を
 

一
州

一
村

に
も
当

時

か
く
i

(右

傍

)

申

さ

ん

に
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
可
依
人
く
所
好

 
 
 
 
 
 

へ
し
但
可
依
人

ミ
所
存
ー

へ

『
く
や
人

の
心

に
し
た
か

雪

-

霜

雪

 

せ

り
ー

し
た

り

 

は
ー

ナ

シ

庭
訓
 
 
 
庭
訓

先

人

説
ー

先

人

説

と

は
ー

と
 

た

ら

ぬ

に
ー

た

ら

ね

は

 
也
ー

と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ヒ

恋

部
ー

ナ

シ

 

 

ア
ヤ

モ
ソ
ー

モ
ン

ひ

エ

よ
ー

ひ

と

よ

13

オ
 

い
た

す
ー

い
た
す

也

 

ほ
と

に
ー

(
右

傍

) 

不

分

別
事

侍
也

ー

(
左

傍

)

 

不
分
別
事
も
侍
也
 
た

る
ー

た

り

 
よ

め

る
ロ
ー

よ

め

る
也

13

ウ
 

の
ー

は

 

こ
ふ
口

ロ
ー

こ
ふ

と

て
 

よ

し
ー

や
う

 
は

た

て
ー

は
た

14

オ
 

た
ー

(本

行

)

14

ウ
 

雪

の
i

雪

ゆ

 
た

ま

る

を
ー

た
ま

る

と

15

オ

 

は
な

れ

た

る
ー

は
な

た

れ

た

る

 
思
事

i

思

事

も

15

ウ
 

ゥ
キ
ク
サ
ー

ナ

シ
 

と

な

ひ
ー

か
な

ひ

 

 

 

 

 

 

 
に
イ
 
 
 
ヒ

ー6

オ
 

う

み

へ
た

り
ー

う

み

へ
た

に
 

後
人
-
以
住
人

16

ウ
 

万

葉

集
ー

万

葉

 

世

に
i

世

と

 

 

 

 

 

 

 

あ
る

17

オ
 

あ

る
事
ー

な

ら

へ
る
事

 

 

 

 

 

 

 

ヒ  ヒ  ヒ  ヒ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
み
思
ふ

17

ウ
 

そ

ね

み
思

ふ
ー

そ

ね

む

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ヒ切
て
イ

ー8

オ
 

あ

た

り
ー

あ

ま

り

 
き

は
も
ー

き

り

て

18

ウ

 
あ

は
れ

と
も

～

不

可

用
之
ー

ナ

シ

 

 

 

洗
 

 
る
 
 

 
洗
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
顕

19

オ
 

あ

ら

は
れ

れ
ー

あ

ら

は

る
れ

 
石

と
ー

石

も

 
あ

ら

は
れ
ー

あ

ら

は

れ

 

口

し

ら
ー

ま

し
ら

19

ウ

 

ひ

し
ー

事

20

オ
 

か

め

の

・
ま

た

れ
ー

か

め

の
た

ま

た

れ
 

こ

の
み

よ

め
り
ー

と

の

み

よ

 

め

(以

下

墨

滅

に
よ

る

削

除

)

 

 

 
な
き
こ
し
う
ら
み
こ
し
な
と
い
ふ
ー

な
け
ぎ
こ
し
う
み
こ
し
な
と
と
 

い

ふ

ー

い

ふ

20

ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄
な
と
に
よ
み

 

も

 
.計

な
と

に
よ

み
ー

人

の

い

ひ
 
末

を
も

み
ー

末

を

瓦
も

み

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ  ヒ  ヒ  ヒ

 

 

 
人

と
i

人

も

2ー

オ

 

 

 
き

え
な

ま

し
ー

け

な

ま

し
 

を
ー

と

2ー

ウ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す

 

 

 

よ

め

る
ー

よ

め
り

け

る

 
あ

ら

は

さ

す
ー

あ

ら

は

さ

瓦

り
け

り

22

オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヒ  ̀

 

吾
ー

基

金
吾

 

し
ー

け

る

基
金

`
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ゆ
 

 

 

 

 

よ

22

ウ
 

か
く

な

は

に
ー

か
く

な

わ

に
 
身

な

れ

は

・

・
を
ー

身

な

れ

は

を

 
と

 

も
ー

と

 

ハ
ゥ
ホ
ッ
ー

ナ

シ
 

ヲ
ホ
ッ
ヵ
ナ
ー

ナ
シ

23

オ
 

な
ー

ナ

シ
 

リ
ゥ
ー

ナ

シ
 

の
ほ

り
け

る
ー

の

ほ
れ

る
 

く

れ

は
ー

け
れ

 

は

 

 

 

の
へ
に
ま
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
イ

23
ウ
 
そ

の

…

つ
さ
く
ー

の
へ
に
ま

つ
さ
く

 
を
ー

と

き

え
ぬ

へ
き
也

 

i

き

え

ぬ

へ
く

 

か

や
う

に

・
・
花
ー

か

や
う

に
か
く

や
う

に
花

24

オ
 

籠
の
様
～
わ
ら
へ
な
り
;

(本

行

、

た

だ

し
、

わ
ら
へ
ー

わ

ら

は

へ
) 

と

い

 

ふ

…

也
ー

と
い
ふ
 

つ
め
な
る

…

の
ー

つ
め
な
る
や
は
し
の

24

ウ
 

あ

ら

さ

る

に
や
ー

あ

ら

す

25

オ
 

老
後

ー

(右

傍

)

事

・
・
つ
ね

に
i

事

つ
ね

に

 

は
ー

と

 

 

 

 

 

の
イ
 
 
 
 
 
か
Σ
る
イ
そ
イ
 
 
 
 
 る
イ
 
こ
の

25

ウ
 

木

の
名
ー

木

名

の
 

こ

の
寄

ふ

る

く
き

こ
ゆ
ー

か

瓦
る
寄

そ

ふ
る

く
き

 

 

 

 

 

 

前
斎
院
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ

ヒ

ヒ
 
 
ヒ 

リ
イ
た
り

 

こ
ゆ

る
 

謀

子

内

親

王
宣

旨
i

謀

子
内

親

王
前
斎
院
宣

旨

 

つ
く

る
な

る

。
と

 

イ
 
 
ヒ
 
 
 
 
 
 
 

比
イ

 

ー

つ
く

り

た

り
と

 

こ
の
ー

こ
の

こ
ろ

の
 

し
事

な
れ

は
ー

し

り

た
れ

は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き
こ
ゆ
イ

26

オ
 

草

類
ー

草

類

 

と

ね

り
ー

ひ
ね

り
 

す

・
・
1

す
き

こ
ゆ

 

か
ち
ー

か

 

 

 

た
る
 
 
 
 
 
ヒ

 

た

 

て
ー

た

る

 

さ

る

は
ー

さ

る

は

26

ウ
 

申

さ

れ
ー

よ

ま
れ

 

え
ー

も

 

外
官

除

目
ー

外

官

春
除

目

 

こ
の
ゆ

へ

 

な

り
ー

ナ

シ

27

オ
 

き

に
け

り
ー

き

た

り

さ

る

に
や
ー

さ

る

に
や

 

よ

め
る
ー

よ

め
る

は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ 
 ヒ 
 ヒ  ヒ

27
ウ
 

と

い

へ
る
ー

ナ

シ
 

み

え
す
ー

き

こ

え
す
 

た

め

に
ー

た

め
 

思

へ
る

 

 

 

 

 

 

よ
め
る

 

寄
i

思

よ
そ

へ
て
う

た

28

オ

 

玉
藻

に
遊

に

ほ
と

り

の
ー

に

ほ
と

り

28

ウ

 

こ
ゑ
ー

こ
ゑ

の

29

オ
 

な

と
ー

と

き

こ

え
た

り
ー
ぎ

こ
ゆ
あ

さ

い
せ
ら
れ

す

褻

な

る
詞

な

れ

と

29

ウ

 

と
ー

に

343333
オ ウ オ

32
ウ

 

 

 

こ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 は
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
イ

30
ナ
 

さ

れ

は
ー

こ
れ

ば
 

也
ー

ぱ
 

あ
せ
ー

(本

行

) 

に
ー

と
 

と
ー

と

は

 
に
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
野
も
せ
と

 

を

そ

よ

み
ー

を

み
る

に

そ

よ

み
 

か

x
れ

た

れ
1

侍

れ
 

秋

く

れ

は
i

野

も

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ  ヒ  ヒ

 

せ

と

は
 

も

な
ー

み
な
 

野

面
-

野

面

水

面

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
の
声
の

30
ウ
 

声
ー

(本

行

)

は

・
綾
-

そ

の
綾

心
に
ま
か
す
と
ー

(本

行

)

っ
く
は
山
に
ご

 
r

(本

行

) 

よ

め

り
ー

よ

め
 

い

つ
ら

ー

い

つ

こ
 

金
吾

判

～
等

好
読

i

 

(末

尾

)
金
吾
寄
判
に
つ
く
は
山
な
ら
こ
そ
口
れ
と
て
は
い
か
Σ
と

(
頭

量
目
)
難
せ
ら
れ
た
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ ヒ ヒ ヒ

 

を
は
Σ
か
り
て
か
の
門
弟
不
好
読

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
イ

3ー

オ
 

玉
藻

に
遊

同

心
な

り
ー

に

ほ
と

り

お

な

し

こ
と

也
 

書

た

る
1

書

た

る

 

は
 

と
ふ
ー

(
本

行

) 

も

し
ー

よ

し

3ー

ウ
 

『
よ

る
事

～

の
詞

』i

ナ

シ
 
に
ー

と

 

ヒ
ャ
ゥ
ー

ナ

シ
 

ァ
ヤ
マ
ル
ー

ナ

シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち
ら
イ
 
 
 
 
 
 
 
 

か
に
イ

 

は
な
れ
そ
に
～
け
る
か
な
ー

ナ

シ
 

さ

し

め
ー

ち

ら

め

 

い
と

鼠
ー

い
か

に
 

お

 

ほ

ほ
ー

お

ほ

う

32
オ
 

・
・
父
-
養
父

ゐ
や
く

…

ー

ゐ
や
く

し
く

か
き

寄
を
ー

 
寄

に
 
そ
ほ

・
・
ー

そ
ほ
れ
た
る

へ
し
 

・
・
せ
に
た
る
と

…

i

う
せ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
イ

 

に
た

る

と

な
む

思

つ
る

と

 
そ

の
ー

こ

の
 

や
ー

そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
い
ふ
イ
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
つ
玉
の

 

 

 

 

 

 

 

 

な

く

。
に
ー

な
く

と

い

ふ
に

 

と
ー

な

と
を

 

る
ー

よ

め

る
也

34

ウ
 

か
い
つ
く
～

に
こ
そ
と
i

(本

行

)

 

 

 

候
イ
 
 
 
 
 
 
 

く
イ

35
ナ
 

事

勲

-

事

候

歎

 

 
ま

て

か

た
ー

ま

く

か

た

す

れ
ー

う
れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
よ

の

な

か

に
ー
あ

し

つ
瓦
の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒ  ヒ  ヒ  ヒ  ヒ

 
な
イ

は

る
ー

は

な

ナ
ホ
ミ
ー

(
左

傍

)

な
ん
と
い
ふ
ふ
 
～
 
 
 
 
 
 
 

山
の
あ
な
た
に
や
と
も
か
な

な

ん

山

の
～

心

を

世

の
ー

な

む

な

と

い

ふ

ふ
る

う

た

の

心
を

世

の
 

な

 

 

 

 

マ

ヘ

ニ
タ

テ

・
i

(右

傍

)
 
も

ろ

と
も

に
ー

(
右

傍

)
 

よ

め

云 i

書

・如候

 i
候
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あ
ま
の
～
か
た
の
候
ー
(
本
行
)
 
を
・取
ー
を
さ
し
取

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
し
イ

35
ウ
 

ま
て
か
た
ー

ま
く

か
た
 
書
出
ー
書
 
沙
之
i

沙
 

を
は
ー
と
は

36
オ
 

と
ー
(
左
傍
) 

寄
-

奇
 
繋
綱

と
i
繋
綱
を
 

人
の
i
人
な

36
ウ
 
の

・
…

思

て
ー

の
装
束

か
る
く

し
と
思
て
 
也
i

に
や
 
人

に

 
 
 
 
 
 
み
と
り

1
人
は
 
六
位

。
六
位
-

六
位

み
と
り
也
六
位
 
五
位
i

ナ
シ

38 37  37
オ ウ シ オ

 

 

め

は
此
寄

の

ほ
か

ふ

る
く

も

あ

た

ら

し
く

も

よ

む

人

な
き

に
か
讃

岐

 

へ
た

る
異

説

也
ー

む
す

め
伊

馬

三
位

の
申

さ

れ

け

る

異
説

あ

り

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

堀
川
院
御
乳
母
亡
父
之
祖
母

38

ウ
 

か

う
ち

め

の
め
ー

な

と

い

ふ
め

の
字

と

り

て
ー

と

り
て

と
も

39

オ
 

か
き

た

り
ー

か
き

た

り

行

成
大

納

言

は
丁

年

と

か
き

て
さ

く

さ

め

の
と

 

し
と

か

瓦
れ

さ

り

け

り
と

か
き

た

る
物

あ

れ

と

こ

の
み

を

よ

ふ
本

に

は
さ

く

 

さ

め

の
と

し
と

そ

か

二
れ

た

る
 

古

今

奇

i

こ
と

う

た

40

オ
 

『
物

い

ひ
～

心

え
す

』ー

ナ

シ
 

と

か
き

た

り
!

(
消

去

符

号

ナ

シ
)

を
は

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヒ  ヒ  ヒ  ヒ  ヒ

 
ー

ナ

シ

 

 

 

 

 

 
 

 

り
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ 
ヒ

40

ウ
 

た

り
し
ー

た

る
を

 

す

へ
て
ー

す

へ
て
は
 

も
ー

の
名

も

 

は
定

て
ー

 

 

 

 

 

 
 

 

ヒ 
ヒ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

と

 

は
口
定

て

4ー

オ
 

も

と
…

も

と

4ー

ウ

 
け
さ
の
あ
さ
け
雁
か
ね
～

い
た
し
ー

ナ

シ
 
わ
か
せ
こ
か
～

い
か
瓦
ー

ナ
シ

42

オ
 

う
ち
ま
か
せ
た
る
ー

ナ

シ
 

十
ー

ナ

シ

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
 
 
 
 
お

ほ

か

る

42

ウ
 

そ

の
本

う

ヘ
ー

と

て
そ

の
う

へ
 

寄

の
さ

ま

お

ほ

か

り
ー

お

ほ

か
り

 

 

れ
ら
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
く
る
し
き
事
と
も
あ
れ
は

 

い

た
る

る
ー

い
れ

ら

る
 

な

ら

ひ

な

れ

は

。
た

エ

の
ー

な

ら

ひ
な

れ

は

た

&

 

 

ヒ  
  
   
  
  
   
  
   
  
  
   
 ヒ 
 ヒ 
 ヒ

貫
首
抱
四
位
叙
三
位
時
-
蔵
人
頭
抱
叙
三
位

人
 
抱
i

ナ
シ
 

叙
ー

ナ

除
名
推
量
不
足
言
事

也
ー

ナ
シ
 

さ
せ
る
子
細
～
躰
也
i

ナ
シ

愚
痴
の
ー

ナ
シ
 
御
i

(本
行
)

ろ
i
(
本
行
) 

一
同
説
ー

一
同
之
説
 

但
讃
岐
…
但
な
と

こ
の
し
う
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
た

 

の
 
月

の
き
ぬ
～

へ
か
ら
す
ー

ナ
シ

43
オ
 
脂
の
む
か
ひ
す
ね
と
ー

ナ
シ
 

此
寄
と
も
す
ヘ
ィ、
不
尋
常
ー

ナ
シ
 

ひ
と
も
ー

ひ

 
と
り
 
寄
ー

ナ
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
イ

43
ウ
 
本
集
ー
古
集
 
て
こ
え
さ
ー
て

こ
ら
さ

 
 
 

き
イ

44
オ
 

か
な
な
し
ー

か
き
な
し

44
ウ
 

・
・
の
ー

か
こ
と
の
 

は
ー

も
 
後
代
之
所
見
i

(
右
傍

)

45
オ
 

非
其
失
-
非
無
其
失
 
遺

訓
i
遺
孤

最
要
ー
抽
最
要
 
権
中
納
言
定
家
卿

 
ー

ナ
シ

46
オ
 
釈
i

ナ

シ
 
夏
神
・1
夏

か
く
ら

46
ウ
 

侍
ら
む
ー
あ
ら
ん
 

て
も
-

侍

に
て
も
 

し
の
に
お
り
は

へ
ー

し
の
お

 
り

は

へ
て

47
オ
 
神
楽
-
神
楽
は
 
事
ー
事
な
と
 
入
道
i

ナ
シ
 

み
え
ー

ナ

シ

47
ウ
 
御
屏
風
ー
御
屏
風

の

48
ナ
 

箪
簗
-
箪
栗
 

已
ー

已
に
 

常
ー

常

に

49
オ
 

定
ー
定

て
 

あ
ら

ふ
ー
あ
そ

ふ
 

庭
訓
ー

ナ
シ
 

合
i
含

 
鼓
ー
-
つ
二

 
み

49
ウ
 
を
ー

は
 
作
ー

作
候

 
の
ー

ナ
シ

 
 
追
記

 
本
稿
作
成
に
当

り
、
斯
道
文
庫

の
平
沢
五
郎
先
生
、
川
上
新

一
郎
先
生

に
懇

切
な
御
指
導
を
賜

っ
た
。
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第

で
あ
る
。
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